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二

一　

は
じ
め
に

主
と
し
て
中
小
事
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
流
通
分
野
へ
の
大
規
模
事
業
者
の
新
規
参
入
や
大
規
模
流
通
業
者
に
よ
る
中
小
事
業
者

に
対
す
る
不
当
な
支
配
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
流
通
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
わ
が
国
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
で
も
大
き
な
政
策
課
題
と

な
っ
て
き
た
（
１
）
。
か
つ
て
は
参
入
規
制
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
流
通
業
者
に
対
す
る
直
接
規
制
政
策
を
採
用
す
る
国
々
も
少
な
く
な
か

っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
規
制
緩
和
・
自
由
化
の
世
界
的
潮
流
の
中
で
政
府
規
制
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
競
争
政
策
に
よ
る

対
応
が
基
本
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
流
通
問
題
は
、
単
な
る
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
事
業
者
と
の
間
の
経
済

格
差
の
問
題
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
大
規
模
流
通
業
者
が
立
地
す
る
地
域
の
生
活
環
境
問
題
や
さ
ら
に
は
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
と
し

て
も
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
従
来
、
参
入
規
制
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
な
ど
で
も
大
規
模
流
通
業
者
に
対
す
る
政
策
対
応
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
（
２
）
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
流
通
問
題
は
深
刻
化
し
て

い
る
。
な
か
で
も
、
経
済
発
展
が
著
し
い
タ
イ
（
３
）
で
は
、
外
国
資
本
を
中
心
と
し
た
大
規
模
流
通
業
者
の
急
激
な
成
長
に
よ
っ
て
流
通
問

題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。
か
つ
て
、
わ
が
国
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
政
策
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
、
歴
代

政
権
は
こ
れ
ま
で
明
確
な
方
針
を
打
ち
出
せ
な
い
で
き
た
（
４
）

。

本
稿
で
は
、
わ
が
国
で
も
長
い
間
悩
ま
し
い
問
題
と
な
っ
て
き
た
流
通
問
題
へ
の
政
策
対
応
が
、
タ
イ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
い
る
の
か
、
競
争
政
策
的
観
点
か
ら
の
対
応
を
中
心
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
流
通
問
題
と
中
小

企
業
振
興
政
策
・
競
争
政
策
と
の
関
係
を
簡
単
に
整
理
し
た
う
え
で
、
流
通
問
題
が
発
生
し
て
以
降
の
タ
イ
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、

変
化
の
激
し
い
タ
イ
の
政
治
状
況
の
中
に
あ
っ
て
比
較
的
長
期
間
政
権
の
座
に
あ
っ
た
タ
ク
シ
ン
、
ス
ラ
ユ
ッ
ト
及
び
ア
ピ
シ
ッ
ト
の
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各
政
権
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
次
に
、
タ
イ
政
府
が
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
中
小

企
業
振
興
政
策
の
中
で
流
通
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
問
題
で
あ
る
流
通
問
題
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
。
そ
し
て
、
中
小
企
業
振
興
政
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
の
「
公
正
な
競
争
」
の
促
進
を
図
る
タ
イ
取
引
競
争
法
の
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
最
後
に
、
流
通
問
題
に
対
し
て
競

争
法
の
活
用
を
図
る
う
え
で
重
要
と
な
る
取
引
競
争
法
第
二
九
条
の
不
公
正
取
引
慣
行
規
制
に
つ
い
て
、
流
通
分
野
に
お
け
る
不
公
正

な
取
引
慣
行
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
中
心
に
検
討
す
る
。

二　

流
通
問
題
と
中
小
企
業
振
興
政
策
・
競
争
政
策

１　

競
争
政
策
の
動
向

現
在
、
世
界
で
は
一
〇
〇
を
超
え
る
多
数
の
国
々
や
地
域
に
お
い
て
競
争
法
（C

om
petition

 L
aw

）
が
制
定
さ
れ
、
市
場
経
済
を

重
視
し
た
経
済
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
５
）
。
こ
れ
は
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
経
済
制
度
の
平
準
化
へ
の
要

請
に
後
押
し
さ
れ
て
、
国
際
的
な
経
済
活
動
に
関
す
る
基
本
ル
ー
ル
と
し
て
徐
々
に
定
着
し
て
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
世

界
の
統
一
的
な
競
争
法
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
競
争
法
は
ア
メ
リ
カ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
（A

n
titrust L

aw
s

）
や

Ｅ
Ｕ
競
争
法
（E

U
 C
om
petition

 L
aw

）
と
い
う
二
つ
の
有
力
な
法
体
系
に
次
第
に
収
斂
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
規
制
内
容
や
執
行
体
制
に
は
国
や
地
域
に
よ
っ
て
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
は
、
か
ね
て
よ
り
世
界
の
競
争
法
の
指

導
的
な
位
置
に
あ
り
、
わ
が
国
の
競
争
法
で
あ
る
独
占
禁
止
法
の
母
法
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
Ｅ
Ｕ
法
は
新
興
国
の



四

競
争
法
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
次
第
に
そ
の
存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
Ｅ
Ｕ

法
を
モ
デ
ル
と
し
て
次
々
に
競
争
法
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
独
占
禁
止
法
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
競
争

法
に
対
し
て
は
一
定
の
影
響
を
与
え
て
き
た
（
６
）

。

日
本
へ
の
競
争
法
の
導
入
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
最
も
早
く
、
一
九
四
七
年
に
独
占
禁
止
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二

次
大
戦
後
の
占
領
下
に
お
い
て
経
済
民
主
化
政
策
の
一
環
と
し
て
競
争
法
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
経
済
政
策
と
し
て

支
配
的
と
な
っ
た
産
業
保
護
政
策
が
強
力
に
展
開
さ
れ
、
競
争
法
と
は
異
な
る
原
理
を
有
す
る
経
済
規
制
立
法
が
多
数
制
定
さ
れ
る
な

ど
、
長
い
間
競
争
法
が
経
済
運
営
の
基
本
的
ル
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
７
）
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
日
本
と
欧
米
諸
国
と
の
間
の
貿
易
不
均
衡
に
基
づ
く
経
済
摩
擦
が
極

め
て
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
、
わ
が
国
の
経
済
運
営
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
国
内
流
通
産
業
を
保

護
す
る
経
済
規
制
や
競
争
法
と
し
て
の
実
効
性
を
欠
い
た
独
占
禁
止
法
の
運
用
が
焦
点
と
な
っ
た
一
九
九
〇
年
の
日
米
構
造
問
題
協
議

（S
tructural Im

pedim
en
t In
itiative

）
で
は
、
流
通
規
制
の
緩
和
や
流
通
問
題
に
対
す
る
独
占
禁
止
法
の
積
極
的
な
運
用
な
ど
が
合

意
さ
れ
、
外
圧
に
よ
っ
て
産
業
保
護
政
策
優
先
か
ら
競
争
政
策
を
基
本
と
し
た
経
済
運
営
へ
と
転
換
す
べ
く
、
規
制
緩
和
と
競
争
法
の

強
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
８
）
。

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
包
括
的
な
内
容
を
有
す
る
競
争
法
は
、
一
九
四
七
年
の
日
本
に
続
い
て
イ
ン
ド
（
一
九
六
九
年
）、
パ
キ
ス
タ

ン
（
一
九
七
〇
年
）、
韓
国
（
一
九
八
〇
年
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
一
九
八
七
年
）、
台
湾
（
一
九
九
一
年
）、
モ
ン
ゴ
ル
（
一
九
九
三
年
）

な
ど
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
で
も
一
九
九
九
年
に
タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
に
ベ
ト

ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ラ
オ
ス
の
三
か
国
で
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
社
会
主
義
経
済
体
制
を
と
る
中
国
で
も
部
分
的

に
市
場
経
済
を
導
入
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
包
括
的
な
競
争
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
競
争
法
導
入
に
向
け
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た
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
競
争
法
が
制
定
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
（
９
）

。

２　

流
通
問
題
と
中
小
企
業
振
興
政
策

タ
イ
に
お
け
る
最
初
の
競
争
法
制
は
一
九
七
九
年
に
制
定
さ
れ
た
「
仏
暦
二
五
二
二
年
（
西
暦
一
九
七
九
年
）
価
格
統
制
及
び
独
占

禁
止
法
（P

rice F
ixin
g
 an
d A
n
tim
on
opoly A

ct B
.E
. 2522

）」（
以
下
、
価
格
統
制
及
び
独
占
禁
止
法
と
い
う
。）
で
あ
り
、
消
費
者

保
護
の
た
め
の
不
公
正
な
価
格
規
制
と
独
占
及
び
制
限
的
取
引
慣
行
の
禁
止
を
定
め
て
い
た
が
、
価
格
規
制
が
第
一
義
的
な
目
的
で
あ

る
た
め
に
、
独
占
規
制
は
追
加
的
な
も
の
と
し
て
、
実
効
性
に
欠
け
る
と
い
う
欠
陥
を
有
し
て
い
た
（
（1
（

。
そ
こ
で
、
価
格
規
制
と
独
占
規

制
を
切
り
離
し
て
、
前
者
に
関
し
て
は
「
仏
暦
二
五
四
二
年
（
西
暦
一
九
九
九
年
）
商
品
及
び
役
務
価
格
法
（P

rices of G
oods A

n
d 

S
ervices A

ct B
.E
. 2542

）」（
以
下
、
商
品
及
び
役
務
価
格
法
と
い
う
。）
が
、
ま
た
後
者
に
関
し
て
は
「
仏
暦
二
五
四
二
年
（
西
暦

一
九
九
九
年
）
取
引
競
争
法
（T
rade C

om
petition

 A
ct B
.E
. 2542

）」（
以
下
、
取
引
競
争
法
と
い
う
。）
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
取
引
競
争
法
の
成
立
に
よ
り
、
タ
イ
は
ア
セ
ア
ン
諸
国
で
最
初
に
包
括
的
な
競
争
法
を
導
入
し
た
国
と
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。
し

か
し
、
新
た
に
競
争
法
を
導
入
し
た
他
の
新
興
国
と
同
様
に
、
ま
た
か
つ
て
の
わ
が
国
が
辿
っ
て
き
た
よ
う
に
、
産
業
政
策
と
競
争
政

策
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
、
競
争
法
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
点
で
、
今
な
お
明
確
な
方
向
性
を
打
ち
出
せ
な
い
で

い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
タ
イ
競
争
法
の
消
極
的
な
法
運
用
に
も
よ
く
現
わ
れ
て
お
り
、
市
場
競
争
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
し
て
産

業
政
策
的
な
観
点
か
ら
政
府
規
制
で
対
応
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
競
争
法
を
積
極
的
に
運
用
し
て
対
応
し
て
い
く
の
か
、
政
府
の
立
場

は
明
確
で
な
い
。
と
り
わ
け
、
流
通
問
題
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
米
構
造
問
題
協
議
以
前
の
わ
が
国
の
対
応
と
同
様
に
、
混
迷

を
深
め
て
い
る
。



六

タ
イ
に
お
け
る
流
通
問
題
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
大
規
模
流
通
業
者
の
新
規
参
入
と
急
激
な
事
業
拡
大
に
伴
っ
て
発
生
し
た
大

規
模
流
通
業
者
対
中
小
の
流
通
業
者
・
納
入
業
者
間
の
対
立
が
深
刻
化
し
、
政
府
が
明
確
な
理
念
を
持
た
な
い
ま
ま
か
か
る
流
通
問
題

に
対
応
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
も
打
開
の
糸
口
が
見
い
だ
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
活

動
に
対
す
る
政
府
規
制
や
競
争
法
の
適
用
が
検
討
さ
れ
る
ほ
か
、
中
小
流
通
業
者
の
振
興
政
策
も
立
案
さ
れ
る
な
ど
、
歴
代
政
権
の
一

定
の
取
り
組
み
は
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
不
十
分
な
も
の
に
終
わ
っ
て
い
る
（
（1
（

。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
流
通
業
者
と
の
対
立
に
起
因
す
る
流
通
問
題
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で

形
を
変
え
て
続
い
て
お
り
、
今
な
お
古
く
て
新
し
い
問
題
で
も
あ
る
（
（1
（

。
ま
ず
、
わ
が
国
の
流
通
問
題
に
た
い
す
る
政
策
的
対
応
は
、
中

小
企
業
保
護
政
策
な
い
し
は
中
小
企
業
振
興
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
後
に
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
熾
烈
な
競
争

を
展
開
し
た
百
貨
店
業
者
に
対
す
る
中
小
小
売
業
者
の
反
百
貨
店
運
動
の
高
ま
り
を
受
け
て
一
九
三
六
年
に
制
定
さ
れ
た
百
貨
店
法
に

始
ま
り
、
規
制
対
象
を
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ま
で
拡
大
し
た
一
九
七
三
年
制
定
の
大
規
模
小
売
店
舗
法
ま
で
、
大
規
模
流
通
業

者
と
中
小
小
売
業
者
と
の
利
害
対
立
を
調
整
す
べ
く
、
政
府
は
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
活
動
を
規
制
す
る
法
的
枠
組
み
を
創
り
上
げ

て
き
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
規
制
の
主
た
る
目
的
は
、
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
活
動
に
よ
り
多
大
の
影
響
を
受
け
る
中
小
流
通
業
者

の
利
益
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
わ
が
国
の
流
通
規
制
が
焦
点
と
な
っ
た
一
九
九
〇
年
の
日
米
構
造
問
題
協
議
で
の
合
意
を
受
け
て
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
大
規
模
流
通
業
者
の
立
地
上
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
、
都
市

計
画
法
及
び
中
心
市
街
地
活
性
化
法
）
に
よ
る
新
た
な
規
制
の
枠
組
み
が
導
入
さ
れ
、
地
域
の
生
活
環
境
を
保
持
す
べ
く
「
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
視
点
か
ら
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
活
動
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
規
制
目
標
を
中

小
流
通
業
者
保
護
か
ら
地
域
の
生
活
環
境
保
護
へ
と
大
き
く
転
換
し
、
中
小
企
業
振
興
政
策
か
ら
都
市
政
策
へ
と
政
策
転
換
を
図
っ
た



七

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
通
問
題
を
め
ぐ
る
適
切
な
対
応
は
進
ま
ず
、
事
態
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
七
年
に
は
大
規

模
流
通
業
者
の
郊
外
立
地
を
抑
制
し
、
中
心
市
街
地
へ
の
立
地
を
誘
導
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
法
改
正
が
行
わ
れ
た
（
（1
（

が
、
そ
の
後
も
大

規
模
流
通
業
者
規
制
の
い
っ
そ
う
の
強
化
を
求
め
る
声
は
少
な
く
な
い
（
（1
（

。

一
方
、
近
年
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
振
興
政
策
や
都
市
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
も
一
定
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
わ
が
国
の
競
争
政
策
は
産
業
保
護
政
策
が
優
先
さ
れ
、
経
済
政
策
の
基
本
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
規
制
緩
和
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
要
因
と
な
っ
た
一
九
九
〇
年
の
日
米
構
造
問
題
協
議
以
降
、
次
第
に
法
運
用
が
強
化
さ

れ
、
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
独
占
禁
止
法
の
執
行
体
制
の
整
備
や
法
運
用
の
強
化
が
進
め
ら
れ

て
き
た
（
（1
（

。
な
か
で
も
、
近
年
の
大
規
模
流
通
業
者
の
購
買
力
を
背
景
と
し
た
優
越
的
地
位
の
濫
用
や
不
当
廉
売
に
対
す
る
規
制
強
化
は
、

競
争
政
策
の
観
点
か
ら
流
通
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
（
（1
（

。
流
通
問
題
に
対
し
て
競
争
政
策
の

的
確
な
展
開
を
図
る
こ
と
は
中
小
企
業
振
興
政
策
の
一
環
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
都
市
政
策
も
含
め
て
今
後
の
政
策
的
展
開
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
タ
イ
政
府
が
と
っ
て
き
た
流
通
問
題
へ
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
概
観
す
る
と
、
わ
が
国
と
同
様
に
、
問
題
が
顕
在
化
し

た
当
初
か
ら
、
産
業
保
護
政
策
的
対
応
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
大
規
模
流
通
業
者
か
ら
中
小
流
通
業
者
を
保
護
す
べ
く
、

大
規
模
流
通
業
者
に
対
す
る
事
業
活
動
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
中
小
流
通
業
者
の
事
業
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
中
小
企
業
振
興
政

策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
で
は
外
圧
に
よ
る
政
策
転
換
が
始
ま
っ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
の
取
組
み
も
、
タ
イ
で
は
早
い
段
階
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
、
タ
イ
の
競
争
法
が
他

の
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
様
に
Ｅ
Ｕ
の
競
争
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
母
法
と
し
な
が

ら
も
産
業
政
策
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
法
運
用
が
行
わ
れ
て
き
た
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
影
響
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
競



八

争
法
で
は
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
規
制
を
行
っ
て
お
り
、
タ
イ
の
取
引
競
争
法
第
二
五
条
で
も
同
様
の
規
制
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
の
独
占
禁
止
法
の
場
合
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
不
公
正
な
取
引
方
法
の
一
行
為
類
型
と
し
て
優
越
的
地
位
の
濫
用
規
制
を
行
っ
て

お
り
、
特
定
の
市
場
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
有
し
て
い
な
く
と
も
、
取
引
の
相
手
方
と
の
間
で
相
対
的
に
優
越
的
な
地
位
に
あ
れ
ば

規
制
で
き
る
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
保
護
の
観
点
か
ら
法
運
用
が
行
い
や
す
い
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
タ
イ
の
取
引
競
争
法
で

も
、
第
二
九
条
で
不
公
正
取
引
慣
行
を
禁
止
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
保
護
の
観
点
か
ら
の
法
運
用
が
可
能
で
あ
る
。

一
般
に
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
政
策
は
、
大
企
業
と
の
間
で
生
ず
る
中
小
企
業
の
「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
と
大
企
業
と
の

「
格
差
是
正
の
た
め
の
支
援
」
が
二
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。
タ
イ
で
も
「
仏
暦
二
五
四
三
年
（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）
中
小
企
業
振
興

法
（S

m
all an

d M
edium

 E
n
terprises P

rom
otion

 A
ct B
.D
. 2543

）」（
以
下
、
中
小
企
業
振
興
法
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
同
法
に
基
づ
く
中
小
企
業
振
興
政
策
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
と
「
格
差
是
正
の

た
め
の
支
援
」
が
政
策
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
不
利
是
正
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
公
正
競
争
の
促
進
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
格
差
是
正
の
支
援
の
施
策
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
競
争
単
位
と
し
て
の
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
が
そ
の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
。

タ
イ
の
流
通
問
題
に
対
し
て
は
、
大
規
模
流
通
業
者
と
の
間
の
経
済
的
不
利
の
是
正
と
し
て
の
競
争
政
策
的
観
点
か
ら
の
取
組
み
と
格

差
是
正
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
の
中
小
流
通
業
者
の
組
織
化
・
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
活
動
規
制
の
取
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
タ
イ
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
は
、
今
の
と
こ
ろ
何
れ
も
問
題
解
決
へ
の
決
定
的
な
決
め
手
と
は
な
っ
て
い
な
い
。



九

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

三　

流
通
問
題
に
対
す
る
政
府
の
政
策
対
応

１　

経
済
危
機
と
流
通
問
題
の
発
生

タ
イ
で
流
通
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
そ

れ
ま
で
の
伝
統
的
な
中
小
企
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
流
通
市
場
に
対
し
て
近
代
的
な
経
営
形
態
を
と
る
大
規
模
流
通
業
者
の
進
出
が

活
発
に
な
り
、
当
初
は
日
本
の
流
通
資
本
に
よ
る
百
貨
店
の
開
業
が
相
次
ぎ
、
次
い
で
地
元
タ
イ
資
本
に
よ
る
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
新
規
参
入
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
七
月
に
発
生
し
た
通
貨
危
機
と
そ
の
後
の
経
済
危
機
は
、
こ
れ
ら
大

規
模
流
通
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
対
応
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
流
通
資
本
は
、
外
貨
建
て
の
借
り
入
れ
を
し
て
い
た
日

本
の
現
地
法
人
が
バ
ー
ツ
の
急
落
に
よ
っ
て
大
き
な
負
債
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
採
算
が
悪
化
し
て
タ
イ
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
事
業
者
が
多
数
に
上
っ
た
。
ま
た
、
タ
イ
の
地
元
資
本
も
資
産
価
値
の
大
幅
な
下
落
や
債
務
の
拡
大
に
よ
り
、
事
業
の
再
編
が

急
務
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
通
貨
危
機
の
直
前
か
ら
タ
イ
市
場
へ
の
進
出
を
開
始
し
た
欧
州
資
本
は
、
こ
の
通
貨
危
機
を
捉
え
て

急
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

経
済
危
機
発
生
後
の
一
九
九
七
年
一
一
月
に
発
足
し
た
チ
ュ
ア
ン
政
権
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
合
意
の
下
に
行
っ
た
財
政
金
融
制
度
の
改

革
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
経
済
制
度
改
革
を
推
し
進
め
て
、
経
済
危
機
か
ら
の
回
復
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
行
っ
た
。
タ
イ
で
は
、

規
制
緩
和
・
自
由
化
の
世
界
的
潮
流
の
中
で
す
で
に
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
市
場
経
済
を
重
視
し
た
経
済
政
策
へ
の
転
換
を
図
っ
て

き
た
（
（1
（

が
、
経
済
危
機
後
の
経
済
制
度
改
革
は
こ
れ
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
経
済
危
機
に
よ
っ
て
大
量
流
失



一
〇

し
た
外
国
資
本
を
再
度
呼
び
戻
す
べ
く
、
外
国
人
の
投
資
規
制
を
行
っ
て
き
た
革
命
団
布
告
を
改
正
し
て
「
仏
暦
二
五
四
二
年
（
西
暦

一
九
九
九
年
）
外
国
人
事
業
法
（F

oreig
n
 B
usin
ess A

ct B
.D
. 2542

）」（
以
下
、
外
国
人
事
業
法
と
い
う
。）
を
制
定
し
、
規
制
緩
和

を
進
め
た
。
ま
た
、
国
内
の
競
争
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
実
効
性
の
乏
し
か
っ
た
価
格
統
制
及
び
独
占
禁
止
法
を
強
化

改
正
し
た
取
引
競
争
法
が
成
立
し
て
、
包
括
的
な
内
容
の
競
争
法
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
一
九
九
九
年
の
外
国
人
事
業
法
の
改
正
は
、
タ
イ
の
流
通
問
題
を
一
層
深
刻
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
従
来
、
タ
イ
政
府
は
、

自
国
産
業
を
保
護
す
る
た
め
に
流
通
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
分
野
で
外
国
資
本
に
対
す
る
厳
し
い
参
入
規
制
を
行
っ
て
き
た
が
、

そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
一
九
七
二
年
に
制
定
さ
れ
た
外
国
人
事
業
法
で
あ
っ
た
（
（2
（

。
同
法
で
は
農
林
漁
業
や
伝
統
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
と
同
様
に
卸
売
・
小
売
の
流
通
業
に
関
し
て
も
外
国
人
の
参
入
を
規
制
し
て
い
た
が
、
改
正
法
に
お
い
て
も
「
外
国
人
と
の
競
争

力
が
十
分
で
な
い
事
業
分
野
」
の
一
つ
と
し
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
流
通
分
野
に
お
け
る
参
入
規
制
は
改
正
前
と

比
較
し
て
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
資
本
金
一
億
バ
ー
ツ
以
上
で
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
外
国
資
本
で
も
原
則
的
に
参
入
が
認
め
ら
れ
、
資
本

金
一
億
バ
ー
ツ
未
満
で
あ
っ
て
も
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
資
本
比
率
で
の
タ
イ
資
本
と
の
合
弁
で
参
入
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
農
産
物
の
販
売
が
別
途
規
制
対
象
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
外
資
で
の
参
入
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
外
国
人

事
業
法
の
改
正
は
外
国
流
通
資
本
の
タ
イ
市
場
へ
の
参
入
を
本
格
化
さ
せ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
（
（2
（

。

従
来
の
タ
イ
地
元
資
本
や
日
本
と
の
合
弁
に
よ
る
大
規
模
流
通
業
者
は
百
貨
店
業
を
主
体
と
す
る
業
態
で
事
業
展
開
を
図
っ
て
き
た

が
、
経
済
危
機
以
降
本
格
化
し
た
外
国
資
本
に
よ
る
流
通
事
業
は
、
大
規
模
商
業
施
設
（
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
）
の
核
と
な
る
店
舗
で
あ
っ
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
大
規
模
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
で
あ
っ
た
り
と
、
多
様
な
形
で
展

開
さ
れ
る
新
業
態
で
あ
っ
た
。
タ
イ
で
は
、
従
来
の
小
規
模
な
流
通
業
者
を
「
伝
統
的
小
売
業
（T

radition
al R
etail

）」
と
呼
ぶ
と
と

も
に
、
百
貨
店
業
を
含
め
た
新
業
態
を
「
近
代
的
小
売
業
（M

odern
 R
etail

）」
と
呼
ん
で
い
る
。
百
貨
店
業
が
中
心
で
あ
っ
た
経
済



一
一

中
小
企
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興
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（
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二
）

危
機
以
前
の
「
近
代
的
小
売
業
」
の
市
場
シ
ェ
ア
は
一
定
の
規
模
を
有
し
、
そ
れ
な
り
に
有
力
な
業
態
で
あ
っ
た
も
の
の
、
深
刻
な
摩

擦
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
危
機
以
降
の
外
国
資
本
に
よ
る
新
規
事
業
の
急
拡
大
ぶ
り
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
の
時
点
で
の
市
場
シ
ェ
ア
は
「
伝
統
的
小
売
業
」
四
六
・
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
、「
近
代
的
小
売
業
」

五
三
・
〇
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、「
近
代
的
小
売
業
」
が
「
伝
統
的
小
売
業
」
を
凌
駕
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
（
（2
（

。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
展
開
に
対
し
て
、
事
業
機
会
喪
失
の
危
機
に
直
面
し
た
中
小
流
通
業
者
と
購
買
力
を
有
す

る
大
規
模
流
通
業
者
か
ら
の
支
配
を
受
け
る
納
入
業
者
と
の
双
方
か
ら
規
制
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
チ
ュ
ア
ン
政
権
は
、

前
者
に
対
し
て
は
大
規
模
流
通
業
者
の
参
入
規
制
を
行
う
「
卸
売
業
及
び
小
売
業
法
案
（D

raft of W
h
olesale B

usin
ess an

d R
etail 

B
usin
ess A

ct

）」（
以
下
、
小
売
業
法
案
と
い
う
。）
の
起
草
を
始
め
る
と
と
も
に
、
後
者
に
対
し
て
は
一
九
九
九
年
に
成
立
し
た
取
引

競
争
法
の
適
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

２　

タ
ク
シ
ン
政
権
の
対
応

総
選
挙
の
結
果
、
二
〇
〇
一
年
に
発
足
し
た
タ
ク
シ
ン
政
権
は
、
当
初
チ
ュ
ア
ン
政
権
が
開
始
し
た
参
入
規
制
立
法
の
起
草
作
業
を

継
続
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
、
二
〇
〇
二
年
八
月
に
は
商
務
省
が
起
草
し
た
小
売
業
法
案
の
公
聴
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
法
案
の
閣

議
決
定
の
直
前
ま
で
作
業
が
進
ん
だ
。
し
か
し
、
同
法
案
が
日
本
の
大
規
模
小
売
店
舗
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
起
草
さ
れ
、
政
府
に
よ
る

流
通
統
制
色
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
規
制
対
象
と
な
る
外
国
資
本
に
よ
る
反
対
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
の
流
通
業
者

や
地
方
商
工
会
議
所
な
ど
の
利
害
関
係
者
の
間
で
も
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
（
（2
（

。
そ
こ
で
、
同
年
一
〇
月
、
タ
ク
シ
ン
首
相
は
内
閣
改
造
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
一
一
月
に
は
小
売
業
法
案
を
廃
案
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
参
入
規
制
立
法
に
代
え
て
、



一
二

既
存
の
「
仏
暦
二
五
一
八
（
西
暦
一
九
七
五
）
年
都
市
計
画
法
（C

ity an
d T
ow
n
 P
lan
n
in
g
 A
ct B
.E
. 2518

）」（
以
下
、
都
市
計
画

法
と
い
う
。）
及
び
「
仏
暦
二
五
二
二
（
西
暦
一
九
七
九
）
年
建
築
物
規
制
法
（B
uildin

g
 C
on
trol A

ct B
.E
. 2522

）」（
以
下
、
建
築

物
規
制
法
と
い
う
。）
の
活
用
に
よ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
で
対
処
す
る
と
い
う
方
針
に
転
換
し
た
（
（2
（

。

二
〇
〇
三
年
九
月
、
ま
だ
都
市
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
七
二
県
を
対
象
と
す
る
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
通
達
が
出
さ
れ
、

続
い
て
す
で
に
都
市
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
た
バ
ン
コ
ク
都
及
び
三
県
を
対
象
と
す
る
建
築
物
規
制
法
に
基
づ
く
通
達
が
出
さ
れ
、
タ

イ
全
土
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
市
街
地
に
お
け
る
新
規
出
店
を
困
難
に
し
、
大
規
模
な
商
業
施
設
の

郊
外
立
地
を
誘
導
し
よ
う
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
（
（2
（

。
し
か
し
、
上
述
（
三
１
）
の
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
「
近
代
的
小
売
業
」
が

「
伝
統
的
小
売
業
」
を
凌
駕
す
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
四
大
外
資
の
拡
大
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
た
な
規
制
は
す
で
に

時
期
を
失
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
（
（2
（

。

ま
た
、
大
規
模
流
通
業
者
に
対
す
る
取
引
競
争
法
の
適
用
に
関
し
て
は
、
大
規
模
流
通
業
者
事
件
（L

arg
e R
etail T

rade C
ase

）

が
あ
る
。
取
引
競
争
委
員
会
（T
rade C

om
petition

 C
om
m
ission

）
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
、
内
部
に
専
門
小
委
員
会
を
設
置
し
、

大
規
模
流
通
業
者
の
取
引
競
争
法
違
反
に
対
す
る
審
査
手
続
き
を
開
始
し
た
。
同
法
第
二
九
条
で
は
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
に
反
し

て
行
う
他
の
事
業
者
へ
の
事
業
妨
害
を
不
公
正
取
引
慣
行
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
が
、
大
規
模
流
通
業
者
と
納
入
業
者
と
の
間
の
取
引

慣
行
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
否
か
が
焦
点
と
な
っ
た
。
同
年
六
月
、
専
門
小
委
員
会
は
、
四
大
外
資
（
イ
ギ
リ
ス
系
の
テ
ス
コ
、
フ
ラ

ン
ス
系
の
ビ
ッ
グ
Ｃ
及
び
カ
ル
フ
ー
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
系
の
マ
ク
ロ
）
の
代
表
者
を
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
出
し
、
事
情
聴
取
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
年
九
月
、
専
門
小
委
員
会
は
第
二
九
条
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
の
審
査
結
果
を
取
り
纏
め
て
取
引
競
争
委
員
会
に
報
告
し

た
。
し
か
し
、
同
年
一
一
月
、
商
務
大
臣
を
委
員
長
と
す
る
取
引
競
争
委
員
会
は
、
専
門
小
委
員
会
の
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
さ
ら
に

作
業
部
会
を
設
け
て
審
査
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
引
競
争
委
員
会
の
決
定
に
対
し
て
は
、
専
門
委
員
会
の
認
定
し
た



一
三

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

大
規
模
流
通
業
者
の
違
反
行
為
を
再
審
査
に
回
し
、
最
終
的
な
決
定
を
先
送
り
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
が

出
さ
れ
た
（
（2
（

。
二
〇
〇
三
年
九
月
に
は
、「
卸
売
業
又
は
小
売
業
に
お
け
る
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（G

uidelin
es 

for U
n
fair T

rade P
ractices in

 th
e W
h
olesale or R

etail B
usin
ess

）」（
以
下
、
流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
又
は
旧
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
い
う
。）
が
策
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
商
務
省
国
内
取
引
局
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

二
〇
〇
二
年
一
一
月
の
タ
ク
シ
ン
首
相
に
よ
る
小
売
業
法
案
の
廃
案
の
決
定
と
取
引
競
争
委
員
会
に
よ
る
再
審
査
開
始
の
決
定
と
い

う
流
通
問
題
に
係
る
二
つ
の
重
要
な
政
策
判
断
は
、
同
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
内
閣
改
造
後
の
タ
ク
シ
ン
政
権
に
お
け
る
流
通
問
題
に

対
す
る
基
本
方
針
の
転
換
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
危
機
後
の
外
国
人
事
業
法
改
正
に
よ
る
外
国
流

通
資
本
の
参
入
規
制
緩
和
に
伴
っ
て
発
生
し
た
流
通
問
題
に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ン
政
権
は
、
当
初
前
政
権
か
ら
そ
の
方
針
を
引
き
継

ぎ
、
外
資
に
対
す
る
参
入
規
制
導
入
や
競
争
法
の
活
用
に
よ
り
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
外
資
規
制
強
化
へ
の

懸
念
が
強
く
、
結
局
こ
う
し
た
方
針
を
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
タ
ク
シ
ン
政
権
が
採
用
し
た
方
法
は
、
中

小
企
業
振
興
事
務
局
（O

S
M
E
P
, O
ffice of S

M
E
 P
rom
otion

）
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
小
企
業
金
融
公
社
（S

IF
C
, S
m
all In

dustry 

F
in
an
ce C
orporation

）
が
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
共
同
仕
入
会
社
（A

R
T
, A
llied R

etail T
rade

）
に

よ
る
中
小
流
通
業
者
へ
の
支
援
策
で
あ
っ
た
（
（2
（

。
同
社
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
に
設
立
さ
れ
、
会
員
と
な
る
中
小
流
通
業
者
に
対
す
る
共

同
仕
入
れ
や
経
営
技
術
、
資
金
融
資
な
ど
の
面
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

３　

ス
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
の
対
応

二
〇
〇
六
年
九
月
に
は
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
、
タ
ク
シ
ン
政
権
は
崩
壊
し
た
が
、
そ
の
後
成
立
し
た
ス
ラ
ユ
ッ
ト
暫
定
政
権
は
改



一
四

め
て
小
売
業
法
案
の
起
草
作
業
を
開
始
し
た
。
タ
ク
シ
ン
政
権
下
で
導
入
さ
れ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
が
機
能
し
て
い
る
地
域
は
き
わ
め

て
少
な
く
、
大
都
市
部
で
始
ま
っ
た
外
資
系
大
規
模
流
通
業
者
の
出
店
攻
勢
は
ほ
と
ん
ど
の
地
方
都
市
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
出
店

規
制
の
強
化
を
求
め
る
陳
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
新
政
権
は
新
た
な
法
制
度
整
備
に
乗
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

商
務
省
が
作
成
し
た
法
案
は
二
〇
〇
七
年
三
月
に
閣
議
に
い
っ
た
ん
提
出
さ
れ
た
が
、
規
制
機
関
で
あ
る
小
売
業
委
員
会
の
権
限
が
強

大
す
ぎ
る
こ
と
や
定
義
規
定
の
曖
昧
さ
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
商
務
省
に
差
し
戻
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
五
月
、
修
正
さ
れ

た
法
案
が
再
度
提
出
さ
れ
、
原
則
承
認
の
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
（
（2
（

。
そ
の
後
、
内
閣
法
制
委
員
会
で
法
律
案
と
し
て
の
最
終
的
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
た
う
え
で
、
同
年
一
〇
月
、
一
部
修
正
さ
れ
た
政
府
と
し
て
の
最
終
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
タ
イ
の
国
会
で
あ
る
国
家
立
法

議
会
（N

L
A
, N
ation

al L
eg
islative A

ssem
bly

）
に
提
出
さ
れ
た
（
（3
（

。

同
法
案
は
、
小
売
業
及
び
卸
売
業
に
お
け
る
公
正
な
競
争
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業

活
動
を
許
可
制
に
し
、
商
務
大
臣
を
長
と
す
る
中
央
委
員
会
が
許
可
基
準
を
作
成
し
、
県
知
事
を
長
と
す
る
各
県
委
員
会
が
個
別
の
出

店
案
件
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
同
年
一
一
月
に
審
議
入
り
し
た
国
家
立
法
議
会
の
下
院
第
一
読
会
で
は
法
案
の
原

則
受
理
が
可
決
さ
れ
た
が
、
翌
月
、
そ
の
後
の
委
員
会
審
議
に
入
ら
な
い
ま
ま
民
政
復
帰
に
向
け
た
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
め
、
法
案

成
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
（3
（

。

な
お
、
ス
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
下
で
は
、
取
引
競
争
委
員
会
に
よ
り
流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
政
権
発
足
直
後
の
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
取
引
競
争
委
員
会
は
流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
、
告

示
し
た
。
そ
の
正
式
名
称
は
「
仏
暦
二
五
四
九
年
卸
売
業
者
又
は
小
売
業
者
及
び
製
造
業
者
又
は
納
入
業
者
間
に
お
け
る
取
引
慣
行

を
審
査
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
取
引
競
争
委
員
会
事
務
局
規
則
（R

eg
ulation

 of th
e O
ffice of T

rade C
om
petition

 

C
om
m
ission

 R
eg
ardin

g
 G
uidelin

es to C
on
sider T

rade P
ractices betw

een
 W
h
olesalers or R

etailers an
d M
an
ufacturers or 



一
五

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

D
istributors B

E
2549

）」（
以
下
、
流
通
取
引
慣
行
規
則
又
は
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
。）
で
あ
る
（
（3
（

。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
、

後
（
六
２
）
で
詳
細
に
検
討
す
る
が
、
大
規
模
流
通
業
者
に
よ
る
購
買
力
を
背
景
と
し
た
納
入
業
者
と
の
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
対
し

て
、
取
引
競
争
法
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

４　

ア
ピ
シ
ッ
ト
政
権
の
対
応

民
政
復
帰
の
た
め
の
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
一
月
に
タ
ク
シ
ン
派
の
サ
マ
ッ
ク
政
権
が
発
足
し
た
も
の
の
、
タ
ク

シ
ン
派
と
反
タ
ク
シ
ン
派
の
激
し
い
攻
防
の
中
で
、
同
年
九
月
に
首
相
の
職
務
違
反
を
理
由
と
す
る
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
失
職

し
、
一
一
月
に
跡
を
継
い
だ
タ
ク
シ
ン
派
の
ソ
ム
チ
ャ
イ
政
権
も
、
翌
月
総
選
挙
に
お
け
る
違
反
を
理
由
に
憲
法
裁
判
所
の
判
決
で
失

職
し
た
。
両
政
権
は
何
れ
も
短
命
で
あ
っ
た
た
め
、
流
通
問
題
に
対
す
る
取
組
み
に
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
反
タ
ク

シ
ン
派
の
ア
ピ
シ
ッ
ト
政
権
が
漸
く
成
立
し
、
タ
ク
シ
ン
派
と
反
タ
ク
シ
ン
派
の
激
し
い
攻
防
は
そ
の
後
も
続
い
た
も
の
の
、
二
〇
一

一
年
の
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
成
立
し
た
タ
ク
シ
ン
元
首
相
の
妹
、
イ
ン
ラ
ッ
ク
氏
が
首
相
と
な
る
ま
で
、
比
較
的
長
期
間
政
権
の

座
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
流
通
問
題
へ
の
取
組
み
が
再
び
開
始
さ
れ
た
。

大
規
模
流
通
業
者
に
対
す
る
参
入
規
制
法
案
の
起
草
作
業
は
、
商
務
省
と
首
相
の
直
属
機
関
で
あ
る
通
商
代
表
部
（T

T
R
, T
h
ai 

T
rade R

epresen
tative

）
と
の
合
同
作
業
に
よ
り
政
権
発
足
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
新
し
い
小
売
業
法
案
が
閣

議
で
原
則
承
認
さ
れ
た
（
（3
（

。
そ
の
後
、
内
閣
法
制
委
員
会
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
年
に
わ
た
る
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
内

閣
法
制
委
員
会
で
の
審
査
を
終
え
た
法
案
は
最
終
的
政
府
案
と
し
て
閣
議
に
諮
る
直
前
の
二
〇
一
一
年
五
月
、
ア
ピ
シ
ッ
ト
首
相
が
下

院
を
解
散
し
た
た
め
に
、
結
局
、
閣
議
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。



一
六

ま
た
、
ア
ピ
シ
ッ
ト
政
権
下
で
は
、
取
引
競
争
委
員
会
が
二
〇
一
一
年
二
月
に
「
卸
売
業
及
び
小
売
業
に
関
す
る
専
門
小
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
大
規
模
流
通
業
者
に
よ
る
不
公
正
な
取
引
慣
行
の
審
査
を
始
め
た
（
（3
（

。
さ
ら
に
、
規
制
の
実
効
性
確
保
の
必
要
性
か
ら
、

取
引
競
争
法
改
正
の
た
め
の
準
備
作
業
も
開
始
す
る
と
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
（
（3
（

、
同
年
四
月
の
閣
議
で
「
取
引
競
争
法
改
正
審
査
委
員

会
」
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
同
審
査
委
員
会
は
、
商
務
省
国
内
取
引
局
長
を
委
員
長
と
し
、
内
閣
法
制
委
員
会
や
財
務
省
な
ど
の
委

員
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
商
務
省
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
う
海
外
競
争
法
制
の
動

向
を
踏
ま
え
た
い
っ
そ
う
の
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
取
引
競
争
法
改
正
の
作
業
を
先
送
り
す
る
旨
の
発
表
を
行
っ
て

い
る
（
（3
（

。

５　

小
括

以
上
、
経
済
危
機
以
降
の
歴
代
政
権
に
よ
る
流
通
問
題
へ
の
取
組
状
況
を
辿
っ
て
き
た
。
チ
ュ
ア
ン
政
権
で
開
始
さ
れ
た
大
規
模
流

通
業
者
に
対
す
る
参
入
規
制
立
法
は
、
何
度
も
立
案
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
成
立
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

都
市
計
画
法
な
ど
の
既
存
法
を
活
用
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
が
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
必
ず
し
も
期
待
さ
れ
た
成
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
。
か
か
る
参
入
規
制
は
、
外
国
資
本
の
流
通
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
タ
イ
国
内
の
流
通
業
者
を
も
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
が
、
事
実
上
は
外
資
規
制
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
流
通
業
に
対
す
る
外
資
規
制
強
化
は
他
の
分
野
も
含
め
た

外
資
規
制
へ
と
拡
大
し
て
、
経
済
危
機
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
タ
イ
の
国
内
外
で
強
く
残
っ
て

お
り
、
歴
代
政
権
は
何
れ
も
こ
の
点
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
売
業
法
案
の
起
草
過
程
や
閣
議
決
定
後
の
内

閣
法
制
委
員
会
で
の
審
査
過
程
で
も
、
利
害
関
係
者
と
の
調
整
を
含
め
た
慎
重
な
検
討
に
長
時
間
を
要
し
、
法
案
成
立
に
は
至
っ
て
い



一
七

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

な
い
（
（3
（

。
小
売
業
法
案
は
流
通
業
に
お
け
る
公
正
な
競
争
条
件
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
中
小
流
通
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
以
外
に
も
歴
代
政
権
下
で
取
引
競
争
法
の
活
用
と
共
同
仕
入
会
社
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
を
通
じ
て
支
援
す
る
と
い
う
中
小
企
業
振
興

政
策
を
展
開
し
て
き
た
。
特
に
、
前
者
は
、
当
初
、
主
と
し
て
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
納
入
業
者
と
の
間
の
購
買
力
を
背
景
と
し
た

不
公
正
な
取
引
慣
行
の
問
題
と
し
て
、
競
争
法
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
小
売
業
法
案
が
な
か
な
か
成
立
せ
ず
、
既
存

法
を
活
用
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
も
十
分
な
成
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
流
通
業
者
と
の
間
の
公
正

な
競
争
条
件
創
出
の
た
め
の
競
争
法
の
活
用
、
例
え
ば
大
規
模
流
通
業
者
に
よ
る
不
当
廉
売
に
対
す
る
取
引
競
争
法
の
適
用
が
課
題
と

な
っ
て
い
っ
た
。

四　

中
小
企
業
振
興
政
策
の
展
開

１　

中
小
企
業
振
興
法
の
制
定

タ
イ
で
は
、
一
九
九
七
年
七
月
の
通
貨
危
機
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
危
機
以
前
、
体
系
的
な
中
小
企
業
振
興
政
策
は
立
案
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
危
機
後
に
発
足
し
た
チ
ュ
ア
ン
政
権
は
、
経
済
危
機
へ
の
対
策
と
し
て
、
法
制
度
改
革
を
含
む
抜
本
的
な
経
済
改

革
に
乗
り
出
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
競
争
政
策
や
中
小
企
業
振
興
政
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
に
、
タ
イ
企
業
の
国

際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
「
産
業
再
編
計
画
（In

dustrial R
estructurin

g
 P
lan

）」
が
策
定
さ
れ
、
一
九
九
八
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
同
計
画
の
中
核
を
な
す
中
小
企
業
振
興
政
策
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
（
（3
（

。
一
九
九
九



一
八

年
二
月
に
は
タ
イ
で
初
め
て
の
包
括
的
な
競
争
法
制
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
翌
年
一
月
、
中
小
企
業
振
興
政
策
の
基
本
的
枠
組
み

を
定
め
る
中
小
企
業
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
（
（3
（

。

中
小
企
業
振
興
法
は
全
四
八
か
条
か
ら
な
り
、
法
の
所
管
大
臣
は
産
業
大
臣
と
な
っ
て
い
る
（
第
五
条
）。
し
か
し
、
中
小
企
業
振

興
政
策
は
、
単
に
所
管
す
る
行
政
庁
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
横
断
的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
の
あ
る
政
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
閣
総

理
大
臣
を
委
員
長
と
し
、
産
業
大
臣
を
副
委
員
長
と
す
る
中
小
企
業
振
興
委
員
会
の
設
置
が
定
め
ら
れ
た
。
同
委
員
会
の
他
の
構
成
員

は
、
財
務
大
臣
、
農
業
・
協
同
組
合
大
臣
及
び
商
務
大
臣
の
ほ
か
、
労
働
・
社
会
福
祉
省
、
科
学
・
技
術
・
環
境
省
及
び
産
業
省
の
各

次
官
、
国
家
経
済
社
会
開
発
委
員
会
事
務
局
長
、
投
資
委
員
会
事
務
局
長
、
さ
ら
に
は
タ
イ
商
工
会
議
所
代
表
、
タ
イ
産
業
連
盟
代
表
、

そ
の
他
一
二
名
以
下
の
学
識
経
験
者
と
な
っ
て
い
る
（
第
六
条
）。
委
員
会
の
任
務
は
、
中
小
企
業
振
興
政
策
及
び
振
興
計
画
を
策
定

し
て
内
閣
に
提
出
す
る
こ
と
、
振
興
計
画
を
具
体
化
す
る
行
動
計
画
を
承
認
す
る
こ
と
、
行
動
計
画
に
関
し
て
各
行
政
庁
や
国
営
企
業

に
助
言
す
る
こ
と
、
行
政
庁
等
と
民
間
と
の
協
力
強
化
・
調
整
の
基
準
作
成
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
第
一
一
条
）。
そ
し
て
、

委
員
会
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
事
務
組
織
と
し
て
中
小
企
業
振
興
事
務
局
（
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
）
が
設
け
ら
れ
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
は
振

興
計
画
の
原
案
や
そ
れ
に
基
づ
く
行
動
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
省
庁
間
の
連
絡
調
整
や

民
間
と
の
連
携
な
ど
中
小
企
業
振
興
政
策
の
実
務
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
一
六
条
）。

２　

第
一
次
中
小
企
業
振
興
計
画

二
〇
〇
三
年
五
月
、
中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
い
て
第
一
次
中
小
企
業
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二

〇
〇
六
年
ま
で
を
対
象
と
す
る
計
画
で
あ
り
、
事
業
計
画
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
政
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
位
置
づ
け
で
、「
中



一
九

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

小
企
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（S

M
E
s M
aster P

lan

）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（
（4
（

。
第
一
次
振
興
計
画
は
、
第
九
次
国
家
経
済
社
会
開

発
計
画
（9

thN
ation

al E
con
om
ic an

d S
ocial D

evelopm
en
t P
lan
 2002-2006

）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
開
発
戦
略
に
沿
っ
て
、
中
小

企
業
の
振
興
策
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

国
家
経
済
社
会
開
発
計
画
は
、
一
九
六
一
年
に
計
画
期
間
を
六
年
間
と
す
る
第
一
次
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
五
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
開
発
計
画
が
順
次
策
定
さ
れ
て
お
り
、
タ
イ
経
済
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
（
（4
（

。
第
九
次
開
発
計

画
で
は
、
従
来
の
開
発
計
画
が
も
た
ら
し
た
不
均
衡
（
適
正
な
所
得
配
分
の
視
点
の
欠
如
及
び
物
理
的
資
本
を
過
度
に
重
視
し
た
投
資

に
よ
る
所
得
格
差
・
地
域
格
差
の
拡
大
）、
持
続
的
発
展
の
困
難
（
外
国
の
資
本
と
技
術
へ
の
依
存
及
び
過
度
の
市
場
へ
の
依
存
）、
非

効
率
（
量
的
拡
大
に
拘
泥
し
た
開
発
に
よ
る
国
内
企
業
の
国
際
競
争
力
の
低
下
）
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
反
省
材
料
に
し
て
、「
人
を

中
心
と
し
た
経
済
発
展
」
を
目
指
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
的
資
源
の
発
展
を
基
軸
と
し
た
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
開
発
戦

略
が
示
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
経
済
構
造
改
革
に
よ
る
タ
イ
の
国
際
競
争
力
の
強
化
戦
略
に
お
い
て
、
中
小
企
業
が
果
た
し
て
い
る
役

割
の
重
要
性
と
競
争
力
強
化
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
（
（4
（

。

し
た
が
っ
て
、
第
一
次
中
小
企
業
振
興
計
画
で
は
、
タ
イ
の
中
小
企
業
が
国
の
経
済
発
展
に
十
分
貢
献
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
未
だ
市
場
で
十
分
に
競
争
し
う
る
体
力
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
中
小
企
業
再
生
・
発
展
及
び
中
小
企
業
の
国
際

競
争
力
強
化
・
新
分
野
の
創
出
が
計
画
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
（
（4
（

。
そ
し
て
、「
国
の
経
済
社
会
の
主
要
な
役
割
を
担
う
た
め
の
中
小
企
業

再
生
戦
略
」、「
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
戦
略
」
及
び
「
中
小
企
業
の
持
続
的
発
展
を
促
進
す
る
戦
略
」
と
い
う
三

つ
の
包
括
的
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
緊
急
に
講
ず
べ
き
措
置
と
中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

「
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
戦
略
」
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
と
し
て
、「
中
小
企
業
の

市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
」、「
政
府
調
達
に
お
け
る
中
小
企
業
支
援
」、「
公
正
な
取
引
競
争
の
促
進
」
と
し
い
う
三
つ
の
事
業
計
画
が
挙



二
〇

げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
流
通
問
題
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
中
小
企
業
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
」
と
「
公
正
な
取
引
競

争
の
促
進
」
で
あ
る
。

ま
ず
、「
中
小
企
業
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
」
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
具
体
的
な
計
画
内
容
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
市
場
ア

ク
セ
ス
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
流
通
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
並
ん
で
、
上
述
（
三
２
）
し
た
共
同
仕
入
会

社
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
の
設
立
・
役
割
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
Ｔ
社
は
、
流
通
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
大
規
模
流
通
業
者
が
購

買
力
を
背
景
と
し
た
低
価
格
で
の
仕
入
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
中
小
流
通
業
者
が
同
社
を
通
じ
た
共
同
仕
入
れ
に
よ
る
低
価
格
で
の
仕

入
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
大
企
業
と
中
小
企
業
の
事
業

活
動
の
「
格
差
是
正
の
た
め
の
支
援
」
を
図
る
施
策
で
あ
り
、
産
業
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
公
正
な
取
引
競
争
の
促
進
」
の
具
体
的
内
容
は
、
公
正
な
取
引
競
争
を
通
じ
た
中
小
企
業
と
大
企
業
と
の
間
の
取
引
の

均
衡
を
図
る
こ
と
の
ほ
か
、
低
品
質
の
外
国
製
品
が
国
内
市
場
へ
の
流
入
す
る
の
を
防
止
す
る
体
制
の
整
備
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
競

争
政
策
を
産
業
政
策
的
観
点
か
ら
運
用
し
て
い
く
姿
勢
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
市
場
経
済
に
お
い
て
競
争
単
位
と
し
て
不
利
な

立
場
に
あ
る
中
小
企
業
の
「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
を
図
る
競
争
政
策
の
一
環
と
し
て
の
施
策
で
あ
る
。
一
般
に
、
産
業
を
保
護
育
成

す
る
産
業
政
策
は
公
正
で
自
由
な
競
争
を
促
進
す
る
競
争
政
策
と
は
対
置
さ
れ
る
政
策
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
経
済
の

発
展
を
図
る
過
程
で
は
、
か
つ
て
の
わ
が
国
の
よ
う
に
、
両
政
策
の
調
整
を
図
っ
た
り
、
産
業
政
策
が
優
先
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
経

済
政
策
が
展
開
さ
れ
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
タ
イ
の
取
引
競
争
法
も
、
中
小
企
業
振
興
計
画
で
の
事
業
内
容
を
見
る
限
り
に
お
い
て

は
、
産
業
政
策
の
対
極
に
あ
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
運
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
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一

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

３　

第
二
次
中
小
企
業
振
興
計
画

そ
の
後
、
第
一
次
計
画
の
進
展
状
況
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
七
年
に
第
二
次
中
小
企
業
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
た
（
（4
（

。
こ
れ
は
二
〇
〇

七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
の
振
興
計
画
で
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
閣
議
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の

が
第
十
次
国
家
経
済
社
会
開
発
計
画
（10

thN
ation

al E
con
om
ic an

d S
ocial D

evelopm
en
t P
lan
 2007-2011

）
で
あ
り
、
従
来
ま
で

の
開
発
計
画
を
根
本
的
に
見
直
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
次
振
興
計
画
も
大
幅
な
見
直
し
と
な
っ
た
（
（4
（

。

第
十
次
開
発
計
画
は
、
プ
ミ
ポ
ン
国
王
が
か
ね
て
よ
り
提
唱
し
て
き
た
「
充
足
経
済
（S

etth
ak
it P
h
ooph
ian
g

）」
と
い
う
哲
学
に

基
づ
く
経
済
運
営
の
あ
り
方
を
基
本
と
し
た
開
発
方
針
に
完
全
に
舵
を
切
っ
た
（
（4
（

。
国
王
は
、
す
で
に
一
九
七
四
年
以
降
「
充
足
経
済
」

と
い
う
考
え
方
を
折
に
触
れ
て
示
し
て
き
た
が
、
特
に
一
九
九
七
年
の
経
済
危
機
の
際
に
タ
イ
の
復
興
を
願
っ
て
行
っ
た
演
説
の
中
で

こ
の
考
え
方
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
後
政
府
の
経
済
運
営
に
関
す
る
方
針
の
中
で
は
常
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
格
的

に
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
方
針
転
換
が
図
ら
れ
た
の
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
タ
ク
シ
ン
失
脚
後
の
ス
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。

「
充
足
経
済
」
は
、
外
的
要
因
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
タ
イ
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
転
換
し
て
、
過
度
に
外
国
に
依
存
せ
ず
、
人
、
経

済
、
社
会
、
環
境
の
均
衡
の
取
れ
た
自
立
し
た
経
済
の
実
現
を
図
る
必
要
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
り
、
経
済
危
機
後
の
チ
ュ
ワ
ン
政

権
及
び
そ
の
後
の
タ
ク
シ
ン
政
権
に
お
い
て
も
、
政
策
の
基
本
方
針
は
こ
の
考
え
方
に
沿
っ
て
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
タ
ク

シ
ン
政
権
下
で
策
定
作
業
が
始
ま
り
、
タ
ク
シ
ン
失
脚
後
の
ス
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
で
閣
議
承
認
さ
れ
た
第
十
次
開
発
計
画
は
、「
充
足
経

済
」
の
哲
学
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
人
材
及
び
制
度
の
両
面
か
ら
将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
変
化
に
対
応
し
う
る
準
備
を
進
め
、
あ



二
二

ら
ゆ
る
分
野
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
る
（
（4
（

。
そ
の
戦
略
と
し
て
、
中
小
企
業
政
策
に
関
連
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、「
均
衡
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
経
済
構
造
へ
の
改
善
戦
略
」
と
「
国
家
運
営
の
よ
り
良
き
統
治
の
推
進
戦
略
」
が
あ

る
。
前
者
に
お
い
て
は
、「
経
済
シ
ス
テ
ム
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
」
と
並
ん
で
「
公
正
な
競
争
と
開
発
利
益
の
公
平
な
配
分
の

促
進
」
が
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
、「
公
平
で
透
明
性
の
あ
る
競
争
を
促
す
た
め
の
、
厳
格
な
法
運
用
の
仕
組
み
の
開
発
」
や
「
事

業
活
動
に
関
す
る
法
令
に
お
け
る
中
小
企
業
や
新
規
参
入
者
に
対
す
る
公
平
性
の
確
保
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
（4
（

。

第
十
次
開
発
計
画
に
沿
っ
て
策
定
さ
れ
た
第
二
次
振
興
計
画
で
は
、
新
た
に
定
め
ら
れ
た
戦
略
は
「
企
業
の
創
生
・
発
展
戦
略
」、

「
製
造
分
野
に
お
け
る
生
産
性
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
戦
略
」、「
流
通
分
野
に
お
け
る
効
率
性
の
向
上
・
事
業
環
境
の
変
化
に

伴
う
障
壁
除
去
戦
略
」、「
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
価
値
創
造
・
付
加
価
値
増
大
戦
略
」、「
地
域
の
中
小
企
業
振
興
戦
略
」
及
び
「
事

業
活
動
の
促
進
戦
略
」
の
六
つ
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
流
通
問
題
に
関
わ
る
戦
略
と
し
て
重
要
と
な
る
「
流
通
分
野
に
お

け
る
効
率
性
の
向
上
・
事
業
環
境
の
変
化
に
伴
う
障
壁
除
去
戦
略
」
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
方
向
性
と
し
て
は
、
消
費
者
行
動
の
ト
レ

ン
ド
に
的
確
に
呼
応
す
る
よ
う
事
業
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
及
び
近
代
的
大
規
模
流
通
業
者
と
の
競
争
に
よ
る
経
済
上
の
不
利
を
低
減

さ
せ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。

と
こ
ろ
で
、
振
興
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
の
方
向
性
を
打
ち
出
す
前
提
と
し
て
、
流
通
分
野
の
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
問
題
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
（5
（

。
ま
ず
、
小
売
業
及
び
卸
売
業
を
合
わ
せ
た
流
通
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
は
、
二
〇
〇
六
年
の
段

階
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
企
業
数
の
四
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
雇
用
者
数
の
二
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、

経
済
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
多
国
籍
の
大
規
模
流
通
業
者
と
の
熾
烈
な
競
争
に
直
面
し
て
、
経
済
上
の
不
利
な

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
事
業
規
模
や
購
買
力
の
格
差
か
ら
生
ず
る
事
業
コ
ス
ト
、
価
格
設
定
な
ど
の
面
に
お
け

る
経
済
上
の
不
利
に
加
え
て
、
政
府
に
よ
る
事
業
環
境
の
変
化
に
対
す
る
中
小
企
業
支
援
策
の
欠
如
や
取
引
競
争
法
の
運
用
体
制
の
不
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中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
流
通
分
野
に
お
け
る
効
率
性
の
向
上
・
事
業
環
境
の
変
化
に
伴
う
障
壁
除
去
戦
略
」
に
お
け
る
具
体
的
な
事
業
計
画
と
し
て
は
、

次
の
三
つ
が
掲
げ
ら
れ
た
（
（5
（

。

①　

流
通
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化

②　

流
通
分
野
に
お
け
る
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
の
規
制
シ
ス
テ
ム
改
革

③　

流
通
事
業
改
革
促
進
の
た
め
の
公
的
部
門
、
民
間
部
門
、
研
究
者
及
び
消
費
者
と
の
間
に
お
け
る
相
互
協
力
機
構
の
創
設

ま
ず
、
①
の
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
で
あ
る
が
、
消
費
者
行
動
の
ト
レ
ン
ド
に
的
確
に
呼
応
す
る
よ
う
事
業
効
率
性
を
高
め
る
た

め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
近
代
的
な
経
営
管
理
や
先
進
的
取
引
形
態
を
取
り
入
れ
て
、
中
小
企
業
経
営
の
近
代
化
を

図
る
と
し
て
い
る
。
次
に
、
②
の
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
の
規
制
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
取

引
競
争
法
の
ほ
か
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
法
」
や
「
小
売
業
法
」
な
ど
の
新
た
な
法
制
度
整
備
に
よ
り
、
継
続
的
及
び
統
一
的
な
規
制

手
続
き
を
設
定
し
て
い
く
と
い
う
。
そ
し
て
、
③
に
関
し
て
は
、
中
央
政
府
の
関
与
に
よ
り
、
地
域
の
流
通
企
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め

の
公
的
部
門
、
民
間
部
門
、
研
究
者
、
消
費
者
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
流
通
分
野
の
大
企
業
と
中

小
企
業
と
の
協
力
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
相
互
協
力
機
構
の
創
設
を
進
め
て
い
く
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
流
通
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ
て
き
た
中
小
企
業
振
興
政
策

に
お
い
て
は
、「
経
済
的
格
差
の
是
正
」
を
図
る
た
め
に
競
争
単
位
と
し
て
の
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
を
支
援
す
る
政
策
と
並
ん
で
、

「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
を
図
る
た
め
に
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
流
通
業
者
と
の
間
の
「
公
正
な
競
争
」
を
実
現
す
る
政
策
が
常
に



二
四

掲
げ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
々
の
事
情
に
よ
り
流
通
規
制
法
が
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
競
争
法
の
執

行
体
制
の
不
備
も
あ
っ
て
、「
公
正
な
競
争
」
の
実
現
に
よ
る
流
通
問
題
へ
の
対
応
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

五　

競
争
法
制
の
基
本
的
枠
組
み

１　

取
引
競
争
法
の
制
定
と
そ
の
枠
組
み

タ
イ
の
取
引
競
争
法
は
、
経
済
危
機
後
の
一
九
九
九
年
三
月
に
成
立
し
、
同
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
包
括
的
内
容
を
有
す
る
競
争

法
で
あ
る
。
上
述
（
二
２
）
し
た
よ
う
に
、
同
法
の
前
身
は
、
一
九
七
九
年
に
制
定
さ
れ
た
価
格
統
制
及
び
独
占
禁
止
法
で
あ
り
、
不

当
な
価
格
設
定
行
為
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
規
定
と
統
制
対
象
と
な
っ
た
事
業
者
の
独
占
行
為
及
び
制
限
的
取
引
慣
行
に
対
す
る
一

定
の
行
政
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
競
争
制
限
に
対
す
る
規
制
が
極
め
て
限
定
的
で
、
実
効
性
あ
る
措
置
も
設
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
競
争
法
と
し
て
は
不
十
分
な
内
容
の
法
律
で
あ
り
、
法
の
運
用
実
績
も
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
（
（5
（

。
そ
こ
で
、
一
九

九
〇
年
代
に
入
る
と
、
規
制
緩
和
と
競
争
政
策
の
強
化
と
い
う
世
界
的
な
潮
流
の
中
に
あ
っ
て
、
タ
イ
で
も
競
争
法
の
機
能
強
化
に
向

け
た
法
改
正
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
法
改
正
を
強
く
後
押
し
し
た
の
は
一
九
九
七
年
の
経
済
危
機
で
あ
る
。
長

期
に
わ
た
る
検
討
の
結
果
、
価
格
統
制
及
び
独
占
禁
止
法
は
不
当
な
価
格
設
定
行
為
か
ら
消
費
者
保
護
を
図
る
商
品
及
び
役
務
価
格
法

と
競
争
促
進
を
図
る
取
引
競
争
法
の
二
つ
に
分
割
さ
れ
、
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（5
（

。

取
引
競
争
法
の
法
目
的
に
つ
い
て
は
、
目
的
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
前
文
と
末
尾
の
注
記
に
重
要
な
手
掛
か
り
が
あ
る
。

ま
ず
、
前
文
に
お
い
て
は
、
一
九
九
七
年
憲
法
（
（5
（

第
二
章
に
定
め
る
国
民
の
権
利
及
び
自
由
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
第
二
九
条
（
権
利
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及
び
自
由
の
制
限
）、
第
三
一
条
（
身
体
の
自
由
と
そ
の
制
限
）、
第
三
五
条
（
居
住
の
自
由
と
そ
の
制
限
）、
第
三
六
条
（
移
動
及
び

居
住
地
の
自
由
と
そ
の
制
限
）、
第
四
五
条
（
結
社
の
自
由
と
そ
の
制
限
）、
第
四
八
条
（
財
産
権
の
保
障
と
そ
の
制
限
）
及
び
第
五
〇

条
（
職
業
選
択
の
自
由
と
そ
の
制
限
）
の
各
規
定
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
、
事
業
活
動
に
関
連

す
る
自
由
や
権
利
を
保
障
す
る
一
方
で
、
法
律
に
基
づ
く
自
由
や
権
利
の
制
限
を
認
め
た
規
定
で
あ
り
、
取
引
競
争
法
に
よ
る
事
業
者

の
一
定
の
行
為
の
禁
止
が
そ
の
法
律
に
基
づ
く
制
限
に
該
当
す
る
。
特
に
、
憲
法
第
五
〇
条
は
、
取
引
競
争
法
の
目
的
を
考
え
る
う
え

で
重
要
な
規
定
で
あ
る
（
（5
（

。

一
九
九
七
年
憲
法
第
五
〇
条　
　

人
は
、
事
業
あ
る
い
は
職
業
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
公
正
で
自
由
な
競
争
を
行
う
自
由
を
有
す

る
。

２　

前
項
に
基
づ
く
自
由
に
対
す
る
制
限
は
、
国
の
安
全
保
障
若
し
く
は
経
済
の
安
定
の
維
持
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
国
民
の

保
護
、
公
の
秩
序
若
し
く
は
善
良
な
る
風
俗
の
維
持
、
職
業
に
関
す
る
規
制
、
消
費
者
保
護
、
都
市
計
画
、
天
然
資
源
若
し
く
は

環
境
の
保
全
、
公
共
の
福
祉
、
又
は
独
占
の
防
止
若
し
く
は
不
公
正
な
競
争
の
排
除
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
特
別
法
よ
る
場
合
を

除
き
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

ま
た
、
同
法
の
前
文
に
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
国
家
の
基
本
政
策
の
方
向
性
を
定
め
て
い
る
憲
法
第
五
章
の
各
規
定
の
う
ち
、

経
済
政
策
に
関
す
る
第
八
七
条
の
規
定
を
具
体
化
し
た
も
の
が
ま
さ
に
取
引
競
争
法
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
憲
法
第
八
七
条　
　

国
は
、
国
家
の
安
全
保
障
、
全
体
の
利
益
の
維
持
若
し
く
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
場
合
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を
除
い
て
、
市
場
原
理
に
基
づ
く
自
由
な
経
済
制
度
を
発
展
さ
せ
、
公
正
な
競
争
と
消
費
者
保
護
を
促
進
し
、
直
接
的
及
び
間
接

的
な
独
占
を
防
止
し
、
経
済
的
必
要
性
の
な
い
事
業
活
動
に
関
す
る
法
律
及
び
規
則
の
廃
止
及
び
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
と
も
に
、
民
間
と
競
合
す
る
事
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
法
文
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
注
に
は
、
本
法
の
制
定
に
伴
っ
て
価
格
統
制
及
び
独
占
禁
止
法
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
及
び
本
法

は
旧
法
の
価
格
統
制
に
関
す
る
部
分
を
切
り
離
し
、
独
占
禁
止
に
関
す
る
部
分
を
改
善
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
本
法
の
目
的
が
自
由
な
競
争
を
促
進
す
る
と
と
も
に
不
公
正
取
引
を
禁
止
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
（
（5
（

。

一
般
に
、
競
争
法
は
、
自
由
な
競
争
（F
ree C

om
petition

）、
公
正
な
競
争
（F

air C
om
petition

）
及
び
公
正
な
取
引
（F

air 

D
ealin

g

）
の
三
つ
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
秩
序
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
（5
（

。
し
た
が
っ
て
、
タ
イ
の
取
引
競
争

法
も
、
自
由
競
争
の
促
進
だ
け
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
公
正
競
争
の
実
現
や
公
正
取
引
の
確
保
に
も
配
慮
し
た
競
争
法
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

取
引
競
争
法
の
実
体
規
定
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
禁
止
（
第
二
五
条
）、
企
業
結
合
規
制
（
第
二
六
条
）、
制
限
的
協
定
（
カ

ル
テ
ル
）
の
禁
止
（
第
二
七
条
―
第
二
八
条
）、
不
公
正
取
引
慣
行
の
禁
止
（
第
二
九
条
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
カ
ル
テ
ル
規
制
や
企

業
結
合
規
制
は
ほ
と
ん
ど
の
競
争
法
で
採
用
さ
れ
て
い
る
規
制
方
法
で
あ
る
が
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
禁
止
規
定
は
Ｅ
Ｕ
型
競
争

法
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
タ
イ
の
取
引
競
争
法
は
、
Ｅ
Ｕ
競
争
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫

用
規
制
を
中
心
と
し
て
、
独
占
行
為
や
独
占
状
態
自
体
に
対
す
る
規
制
を
行
う
の
で
は
な
く
、
市
場
支
配
的
地
位
を
有
す
る
事
業
者
の

反
競
争
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
で
、
自
由
競
争
の
促
進
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
（
（5
（

。
規
制
対
象
と
な
る
市
場
支
配
的
事
業
者
に
つ
い
て
は

取
引
競
争
法
三
条
に
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
七
年
二
月
に
取
引
競
争
委
員
会
が
定
め
た
基
準
で
は
、
①
一
事
業
者
の
市
場
占
拠
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率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
過
去
一
年
間
の
売
上
高
が
一
〇
億
バ
ー
ツ
以
上
の
場
合
及
び
②
上
位
三
事
業
者
の
合
計
で
市
場
占
拠
率

が
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
過
去
一
年
間
の
売
上
高
一
〇
億
バ
ー
ツ
以
上
の
場
合
、
市
場
占
拠
率
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
又
は
一
〇
億

バ
ー
ツ
未
満
の
事
業
者
を
除
い
て
、
市
場
支
配
的
事
業
者
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
（
（5
（

。
ま
た
、
タ
イ
取
引
競
争
法
に
お
け
る
規
制
の
も

う
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
不
公
正
取
引
慣
行
の
禁
止
規
定
で
あ
る
。
タ
イ
で
は
日
本
の
不
公
正
な
取
引
方
法
規
制
の
よ
う
に

指
定
制
が
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
公
正
取
引
慣
行
の
定
義
も
抽
象
的
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
タ
イ
の
流
通
問
題
に
対
す
る
競
争
法
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
と
し
て
上
記
の
不
公
正
取
引
慣
行
規
制
と
市
場
支
配

的
地
位
の
濫
用
規
制
の
発
動
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
外
資
を
は
じ
め
と
す
る
タ
イ
の
大
規
模
流
通
業
者
は
、
取
引
競

争
委
員
会
が
定
め
た
市
場
支
配
的
事
業
者
の
市
場
占
拠
率
の
基
準
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
第
二
五
条
を
適
用
し
た
事
例
は
な
い
。
過

去
の
流
通
業
者
に
対
す
る
適
用
の
事
例
と
し
て
、
自
動
二
輪
車
事
件
（M

olorcycle C
ase

）
が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
自
動
二
輪
車
の

販
売
市
場
に
お
い
て
市
場
支
配
的
地
位
に
あ
る
Ａ
Ｐ
ホ
ン
ダ
が
行
っ
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
競
争
事
業
者
の
製
品
を
取
り
扱
わ
な
い

よ
う
求
め
た
行
為
が
取
引
競
争
法
違
反
に
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
競
争
事
業
者
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
審
査
が
開
始
さ
れ
た

事
件
で
あ
り
、
二
〇
〇
三
年
に
競
争
委
員
会
が
下
し
た
決
定
で
は
、
第
二
五
条
の
市
場
支
配
的
地
の
濫
用
で
は
な
く
、
第
二
九
条
の
不

公
正
取
引
慣
行
の
禁
止
違
反
で
あ
っ
た
（
（6
（

。
そ
し
て
、
タ
イ
で
は
最
初
と
な
る
検
察
庁
へ
の
刑
事
告
発
が
行
わ
れ
た
が
、
検
察
庁
か
ら
さ

ら
な
る
調
査
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
調
査
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年
及
び
二
〇
一
一
年
と
二
度
に
わ
た
っ
て
調
査
結

果
を
報
告
し
て
い
る
が
、
起
訴
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
（6
（

。
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２　

法
の
執
行
体
制

タ
イ
競
争
法
の
施
行
機
関
は
、
取
引
競
争
委
員
会
で
あ
る
。
取
引
競
争
法
第
六
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
委
員
会
構
成
は
、
四
名
の
職

務
上
の
委
員
及
び
八
名
以
上
一
二
名
以
下
の
有
識
者
委
員
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
職
務
上
の
委
員
で
あ
る
商
務
大
臣
は
委
員
長
、
商
務

次
官
は
副
委
員
長
、
商
務
省
国
内
取
引
局
長
は
事
務
局
長
（
委
員
兼
書
記
）、
財
務
次
官
は
委
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に
あ
た

る
。
ま
た
、
有
識
者
委
員
は
、
法
学
、
経
済
学
、
商
学
、
経
営
学
、
行
政
学
の
専
門
知
識
及
び
経
験
の
あ
る
者
の
中
か
ら
、
省
令
で
定

め
ら
れ
た
基
準
と
方
法
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
。
有
識
者
委
員
の
過
半
数
は
、
民
間
の
委
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
委

員
任
期
は
二
年
で
あ
り
、
再
任
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
第
九
条
）。
な
お
、
委
員
会
の
事
務
局
は
商
務
省
国
内
取
引
局
内
に
置
か
れ
て

お
り
、
国
内
取
引
局
長
が
事
務
局
長
と
し
て
そ
の
任
に
あ
た
る
（
第
一
八
条
）。

法
定
さ
れ
て
い
る
委
員
会
の
権
限
は
、
①
規
則
制
定
に
関
す
る
商
務
大
臣
へ
の
提
案
、
②
市
場
支
配
的
地
位
に
関
す
る
基
準
の
制
定
、

③
違
反
行
為
に
対
す
る
申
告
の
受
理
と
審
査
、
④
審
査
に
必
要
な
調
査
に
関
す
る
規
則
の
制
定
、
⑤
企
業
結
合
規
制
に
お
け
る
基
準
の

制
定
、
⑦
違
反
行
為
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
、
⑧
刑
事
告
発
等
で
あ
る
（
第
八
条
）。
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
権
限
を
行
使
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
検
討
を
行
う
た
め
の
専
門
小
委
員
会
（S

pecialized S
ub‑C
om
m
ittee

）
を
設
置
す
る
こ
と
（
第

一
二
条
）
及
び
違
反
行
為
の
調
査
を
行
う
た
め
の
調
査
小
委
員
会
（In

quiry S
ub‑C
om
m
ittee

）
を
設
置
す
る
こ
と
（
第
一
四
条
）
が

で
き
る
。
委
員
会
は
、
多
数
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能
率
的
な
審
議
を
進
め
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
小
委
員
会
に

よ
る
実
質
的
な
審
議
を
進
め
て
き
た
。

タ
イ
で
は
、
委
員
会
の
権
限
や
事
務
局
組
織
が
内
閣
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
競
争
法
を
厳
格
に
施
行
す



二
九

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

る
う
え
で
、
多
く
の
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
委
員
会
構
成
や
事
務
局
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
度
々
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
ま
ず
、
委
員
会
構
成
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
委
員
数
が
多
す
ぎ
る
一
方
で
、
競
争
法
の
専
門
家
が
少
な
い
と
い
っ
た
規

模
・
専
門
性
に
関
す
る
問
題
点
や
、
さ
ら
に
有
識
者
委
員
は
非
常
勤
で
報
酬
も
少
な
く
、
民
間
の
委
員
が
多
い
た
め
、
頻
繁
に
委
員
会

を
開
催
す
る
う
え
で
支
障
が
あ
る
ほ
か
、
議
事
規
則
な
ど
も
な
い
と
い
っ
た
会
議
の
運
営
体
制
に
関
す
る
問
題
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
（6
（

。
実
際
、
こ
れ
ま
で
有
識
者
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
は
、
官
僚
及
び
学
者
が
半
数
で
、
残
り
の
半
数
は
産
業
界
の
代
表
で
あ

る
（
（6
（

。
有
識
者
委
員
の
任
命
は
、
そ
の
基
準
と
方
法
が
省
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
関
係
省
庁
と
産
業
界
か
ら
提
出
さ
れ
た
候
補
者
リ
ス

ト
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
（
（6
（

。
現
在
の
委
員
は
第
六
期
で
、
任
期
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
二
年
一
一
月
ま
で
で
あ
る
が
、
過
去

五
期
ま
で
の
委
員
構
成
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
第
六
期
の
有
識
者
委
員
は
、
法
曹
関
係
者
と
研
究
者
（
競
争
法
の
専
門
家
）
が
各
一
名
、

財
務
省
関
係
の
官
僚
四
名
及
び
産
業
界
代
表
六
名
、
計
一
二
名
が
任
命
さ
れ
て
い
る
（
（6
（

。
さ
ら
に
は
、
委
員
会
を
支
え
る
事
務
局
の
規
模
、

事
務
処
理
能
力
、
専
門
性
な
ど
の
組
織
体
制
上
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
取
引
競
争
法
の
運
用
に
お
い
て
は
、
委
員
会

の
政
治
か
ら
の
独
立
性
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
（6
（

。
タ
イ
で
は
委
員
会
の
職
権
行
使
に
お
け
る
独
立
性
が
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
大
企
業
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
政
治
状
況
下
で
、
法
の
的
確
な
運
用
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
取
引
競
争
委
員
会
に
よ
る
法
の
運
用
状
況
は
、
全
般
的
に
停
滞
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
取
引
競
争
委
員
会
に
よ

る
違
反
行
為
の
職
権
探
知
は
、
委
員
会
及
び
事
務
局
の
組
織
体
制
か
ら
容
易
で
は
な
く
、
事
件
の
端
緒
は
外
部
か
ら
の
申
告
が
中
心
と

な
る
。
次
の
表
は
委
員
会
が
公
表
し
て
い
る
資
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
施
行
以
降
の
申
告
件
数
は
、
累
計
で
市
場
支
配

的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
申
告
が
一
七
件
、
制
限
的
協
定
二
〇
件
、
不
公
正
取
引
慣
行
四
〇
件
で
、
企
業
結
合
規
制
に
つ
い
て
は
ま
だ

一
件
も
な
い
。

そ
し
て
、
申
告
を
受
け
て
調
査
し
た
事
件
の
う
ち
、
委
員
会
が
禁
止
行
為
違
反
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
た
事
案
と
し
て
上
述
（
五



三
〇

２
）
の
自
動
二
輪
車
事
件
が
あ
る
ほ
か
、
委
員
会
又
は
調
査
小

委
員
会
の
調
査
で
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
該
当
す
る
と
さ

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
件
（C

able T
elevision

 C
ase

）
と

ウ
ィ
ス
キ
ー
・
ビ
ー
ル
事
件
（W

h
isk
ey an

d B
eer C

ase

）
の

二
つ
が
あ
る
（
（6
（

。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
件
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
取

引
競
争
委
員
会
が
最
初
に
取
り
上
げ
た
事
件
で
あ
り
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
者
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
独
占
企
業
Ｕ
Ｂ
Ｃ

（U
n
ited B

roadcastin
g
 C
orporation

）
が
価
格
の
引
上
げ
等

を
行
っ
た
行
為
に
対
し
て
、
消
費
者
団
体
の
申
告
に
よ
り
調
査

を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
が
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
市
場
に
お
け
る
独
占
的
事
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

場
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
も
の
の
、
当

時
は
ま
だ
市
場
支
配
的
地
位
に
関
す
る
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
に
、
法
的
措
置
は
命
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
規
制
機
関
で
あ
る
タ
イ
・
マ
ス

コ
ミ
公
団
（M

C
O
T
, M
ass C

om
m
un
ication

 O
rg
an
ization

 

of T
h
ailan

d

）
に
対
し
て
、
情
報
を
提
供
し
て
、
公
正
な
価
格

設
定
と
消
費
者
選
択
の
増
進
を
図
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
ウ

表　受理した申告件数（1999 年 10 月－ 2012 年 8 月）
違反行為類型

年 小計
市場支配的地位の

濫用
合併規制 制限的協定

不公正取引

慣行

1999 2 1 － － 1

2000 4 2 － 2

2001 7 3 － 1 3

2002 7 2 － 1 4

2003 13 3 － 8 2

2004 12 － － 3 9

2005 9 － － 2 7

2006 7 － － 1 6

2007 9 3 － 1 5

2008 4 － － － 4

2009 1 1 － － －

2010 1 － － － 1

2011 3 － － － 3

2012 7 2 － 3 2

累計 86 17 － 20 49

出所）取引競争委員会ＨＰ（http://otcc.dit.go.th/otcc/upload/Complaints%20received.pdf）
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一

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

ィ
ス
キ
ー
・
ビ
ー
ル
事
件
も
二
〇
〇
〇
年
に
取
引
競
争
委
員
会
が
取
り
上
げ
た
事
件
で
あ
り
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
独
占
的
製
造
が
認
め
ら

れ
て
い
た
ス
ラ
テ
ィ
ッ
プ
社
が
ビ
ー
ル
市
場
に
新
規
参
入
し
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
仕
入
れ
る
際
に
同
社
の
ビ
ー
ル
も
仕
入
れ
る
よ
う
卸
売

業
者
に
求
め
た
行
為
に
対
し
て
、
他
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
申
告
に
よ
り
調
査
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
小
委
員
会
は
、
本
案

件
も
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
が
、
委
員
会
は
前
者
と
同
様
に
法
的
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、

中
小
の
流
通
業
者
と
納
入
業
者
か
ら
の
申
告
を
受
け
て
、
不
公
正
取
引
慣
行
事
件
と
し
て
審
査
し
た
が
、
最
終
的
に
は
違
反
の
有
無
に

つ
い
て
判
断
せ
ず
、
流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
で
幕
引
き
を
図
っ
た
大
規
模
流
通
業
者
事
件
が
あ
る
こ

と
は
上
述
（
三
２
）
の
と
お
り
で
あ
る
（
（6
（

。

六　

流
通
問
題
と
競
争
法
の
活
用

１　

不
公
正
取
引
慣
行
規
制

流
通
問
題
顕
在
化
以
降
、
タ
イ
政
府
に
よ
っ
て
競
争
法
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
き
た
の
は
、
主
と
し
て
不
公
正
取
引
慣
行
の
禁
止
規

定
で
あ
る
。
第
二
九
条
は
、「
事
業
者
は
、
自
由
で
公
正
な
競
争
に
反
す
る
行
為
、
及
び
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を
破
壊
し
、
侵
害

し
、
妨
害
し
、
円
滑
な
遂
行
を
妨
げ
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
他
の
事
業
者
の
参
入
を
妨
害
す
る
若
し
く
は
他
の
事
業
者
を
退
出
さ
せ

る
効
果
を
有
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
規
定
で
は
、「
自
由
で
公
正
な
競
争
に
反
す
る
行
為
」
に
関
す
る
定
義
が
な
い
た
め
に
、
法
の
適
用
を
困
難
に
し
て
い
る
。
日

本
の
独
占
禁
止
法
で
も
「
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
を
不
公
正
な
取
引
方
法
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
の



三
二

行
為
類
型
に
つ
い
て
は
法
の
施
行
機
関
で
あ
る
公
正
取
引
委
員
会
が
指
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
指
定
は
法
改
正
に
よ

り
「
不
公
正
な
競
争
方
法
」
の
禁
止
か
ら
「
不
公
正
な
取
引
方
法
」
の
禁
止
に
移
行
し
た
一
九
五
三
年
に
行
わ
れ
た
。
一
九
七
二
年
に

は
そ
の
後
の
法
運
用
の
成
果
を
踏
ま
え
て
規
制
対
象
を
よ
り
具
体
化
・
明
確
化
し
た
も
の
に
改
定
さ
れ
た
が
、
最
新
の
指
定
は
不
公
正

な
取
引
方
法
規
制
に
課
徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
指
定
は
課
徴

金
が
科
さ
れ
る
「
法
定
類
型
」
と
課
徴
金
を
伴
わ
な
い
「
指
定
類
型
」
に
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
不
公
正
な
取
引
方
法
と
な
る

行
為
類
型
が
一
九
七
二
年
指
定
と
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
タ
イ
の
取
引
競
争
法
で
は
、
日
本
の
公
正
取
引
委
員
会
の
よ
う
な
行
為
類

型
の
指
定
権
限
が
取
引
競
争
委
員
会
に
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
法
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
、
具
体
化
・

明
確
化
を
図
る
必
要
が
出
て
く
る
（
（6
（

。

と
こ
ろ
で
、
タ
イ
の
不
公
正
取
引
慣
行
規
制
は
台
湾
の
競
争
法
で
あ
る
「
公
平
交
易
法
」
に
お
け
る
第
二
四
条
を
参
考
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
（7
（

。
台
湾
競
争
法
は
、
独
占
や
カ
ル
テ
ル
な
ど
の
規
制
の
ほ
か
、
不
公
正
競
争
行
為
規
制
を
行
っ
て
お
り
、
再
販

売
価
格
行
為
や
そ
の
他
の
不
公
正
競
争
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
第
二
四
条
は
そ
の
一
般
条
項
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
あ
る
さ
れ
る
（
（7
（

。

タ
イ
法
第
二
九
条
も
台
湾
法
第
二
四
条
も
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
対
す
る
包
括
的
な
禁
止
規
定
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
と
い
う
点
で

共
通
し
て
お
り
、
法
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う
し
て
も
違
法
行
為
類
型
の
具
体
化
・
明
確
化
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
（
（7
（

。
台
湾
で
は

す
で
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
違
反
行
為
類
型
が
例
示
さ
れ
、
法
運
用
面
で
も
第
二
四
条
違
反
で
の
事
件
処
理
件
数
は
多
数
に
上
っ
て

お
り
、
大
規
模
流
通
業
者
に
よ
る
納
入
業
者
へ
の
優
越
的
地
位
の
濫
用
が
典
型
的
な
違
反
事
例
の
一
つ
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
（
（7
（

。
こ
れ

に
対
し
て
、
タ
イ
で
は
、
第
二
九
条
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
包
括
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
競
争
法
第
二
九
条
の
活
用
は
流
通
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
た
め
、
不
公
正
取
引
慣
行
に
対
す
る
包
括

的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
流
通
分
野
に
限
定
し
た
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
三
年
に
タ
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三

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

ク
シ
ン
政
権
下
で
作
成
さ
れ
た
流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
と
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ユ
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
下
で
二

〇
〇
六
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
改
定
し
た
流
通
取
引
慣
行
規
則
（
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
で
あ
る
。

２　

流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ま
ず
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
見
て
行
こ
う
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
最
初
に
流
通
市
場
の
実
態
に
言
及
し
、
多
様
な
業
態
の
大
規

模
流
通
業
者
の
参
入
に
よ
り
市
場
規
模
が
急
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
流
通
分
野
に
お
け
る
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
対
す
る
競
争
法
違
反

の
申
告
も
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点
を
説
明
し
て
い
る
。
次
い
で
、
取
引
競
争
法
に
は
反
競
争
行
為
と
不
公
正
な
取
引
慣
行

を
規
制
す
る
た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
定
め
る
諸
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
第
二
九
条
は
不
公
正
な
取
引
慣
行
を
防
止

す
る
規
定
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
流
通
分
野
に
お
け
る
公
正
な
取
引
慣
行

の
実
現
に
向
け
て
、
①
強
制
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
、
②
差
別
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
、
③
明
確
な
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、

④
進
歩
的
な
取
り
決
め
で
あ
る
こ
と
、
⑤
非
制
限
的
か
つ
公
正
な
競
争
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
五
つ
の
原
則
に
基
づ
く
枠
組
み
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
の
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。

旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
不
公
正
な
取
引
慣
行
と
さ
れ
る
の
は
、
㈠
不
当
廉
売
、
㈡
優
越
的
地
位
の
濫
用
、
㈢
差
別
的
取
扱
い
、

㈣
取
引
相
手
か
ら
の
情
報
・
技
術
の
獲
得
、
㈤
取
引
相
手
に
対
す
る
自
己
の
競
争
者
と
の
取
引
制
限
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
類
型
に

つ
い
て
は
、
違
法
性
の
判
断
基
準
に
関
す
る
説
明
は
特
に
付
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
と
同
様
に
、
違
法
評
価
要
件
と

し
て
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
」
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
行
為
類
型
は
原
則
違
法
の
行
為
と
、
ま
た
「
不
当
に
」
と
い
う
文

言
が
付
さ
れ
た
行
為
類
型
は
市
場
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
個
別
に
判
断
し
て
違
法
と
な
る
行
為
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
不
公
正
な
取
引
慣
行
と
し
て
違
法
と
さ
れ
る
㈠
不
当
廉
売
と
は
、「
仕
入
価
格
を
下
回
る
価
格
で
販
売
す
る
と
い

う
不
公
正
な
低
価
格
販
売
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
期
限
切
れ
の
近
づ
い
た
商
品
や
季
節
商
品
な
ど
の
よ
う
に
、
事
業
遂
行
上
の
合
理
的

必
要
性
が
あ
る
場
合
は
例
外
と
な
る
。

次
に
、
㈡
優
越
的
地
位
の
濫
用
は
、「
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を
破
壊
し
、
侵
害
し
、
妨
害
し
、
円
滑
な
遂
行
を
妨
げ
若
し
く
は

制
限
し
、
又
は
他
の
事
業
者
の
参
入
を
妨
害
す
る
若
し
く
は
他
の
事
業
者
を
退
出
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
、
優
越
的
な
購
買
力
を
不
当

に
行
使
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
押
し
付
け
販
売
、
販
売
員
の
派
遣
要
請
、
経
済
的
利
益
の
提
供
、
販
売
量
の

強
制
、
取
引
相
手
に
対
す
る
不
利
な
取
引
条
件
の
決
定
、
拘
束
条
件
付
き
取
引
、
再
販
売
価
格
の
維
持
と
い
う
七
つ
の
行
為
類
型
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
㈢
差
別
的
取
扱
い
と
は
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
異
な
る
取
引
相
手
に
対
し
て
異
な
る
取
引
条
件
若
し
く
は
価
格
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
一
定
の
取
引
相
手
と
の
取
引
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
引
相
手
と
の
間
で
差
別
的
な
取
り
扱
い

を
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
取
引
を
し
て
い
た
相
手
と
の
取
引
を
拒
絶
す
る
場
合
や
自
社
ブ
ラ
ン
ド
へ
変
更
す
る
場
合
に
は
、

正
当
な
理
由
が
必
要
と
さ
れ
る
。

㈣
取
引
相
手
か
ら
の
情
報
・
技
術
の
獲
得
と
い
う
の
は
、「
取
引
相
手
の
取
引
上
の
情
報
、
取
引
上
の
秘
密
又
は
技
術
を
獲
得
し
、

不
正
に
使
用
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
取
引
相
手
の
情
報
や
技
術
の
獲
得
に
よ
り
取
引
相
手
と
同
じ
種
類
又
は
同
じ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
自
己

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
製
造
し
、
そ
の
商
品
が
取
引
相
手
の
商
品
で
あ
る
と
消
費
者
に
誤
認
さ
せ
る
よ
う
同
じ
棚
に
陳
列
し
て
販
売
す
る
行

為
や
自
己
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
販
売
す
る
た
め
に
取
引
相
手
の
商
品
の
取
り
扱
い
を
中
止
す
る
行
為
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

最
後
に
、
㈤
取
引
相
手
に
対
す
る
自
己
の
競
争
者
と
の
取
引
制
限
で
あ
る
が
、「
取
引
相
手
に
対
し
て
、
自
己
の
競
争
者
と
取
引
を

し
な
い
よ
う
不
当
に
強
制
又
は
誘
引
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
か
か
る
取
引
制
限
は
、
取
引
相
手
を
誤
認
さ
せ
て
行
う
か
、
取
引
相
手
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に
合
理
的
で
な
い
利
益
を
供
与
し
て
誘
引
す
る
か
、
又
は
抱
合
せ
販
売
を
強
制
し
て
行
う
か
を
問
わ
な
い
。

旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
以
降
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
違
法
行
為
類
型
の
具
体
性
や
違
法
評
価
要
件
の
明
確
性
な
ど
に
関
し
て
不
十
分

で
あ
る
と
の
批
判
も
強
く
、
そ
の
い
っ
そ
う
の
具
体
化
・
明
確
化
を
図
る
た
め
に
、
改
定
さ
れ
た
の
が
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
流
通

取
引
慣
行
規
則
で
あ
る
。
規
則
は
全
五
項
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
第
一
項
が
規
則
の
名
称
、
第
二
項
が
施
行
期
日
、
第
三

項
が
用
語
の
定
義
、
第
五
項
が
規
則
の
主
務
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
本
体
部
分
は
規
則
の
第
四
項
で

詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
四
項
は
、
流
通
分
野
に
お
け
る
公
正
な
取
引
慣
行
を
実
現
す
る
枠
組
み
と
し
て
設
定
さ
れ
た
五
原
則
に
基
づ
い
て
法
第
二
九
条
の

適
用
が
判
断
さ
れ
る
と
い
う
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
考
え
方
を
確
認
し
た
う
え
で
、
従
来
の
五
つ
の
行
為
類
型
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
直

し
た
。
㈠
不
公
正
な
低
価
格
設
定
、
㈡
経
済
的
利
益
の
請
求
、
㈢
不
当
な
返
品
、
㈣
不
公
正
な
委
託
販
売
契
約
の
強
制
、
㈤
押
し
付
け

販
売
、
㈥
従
業
員
の
派
遣
要
請
、
㈦
契
約
に
基
づ
く
製
品
の
受
け
取
り
拒
絶
、
㈧
そ
の
他
の
不
公
正
取
引
慣
行
、
の
八
つ
が
新
た
な
行

為
類
型
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
㈡
か
ら
㈦
ま
で
は
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
㈡
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
さ
ら
に
詳
細
に
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。ま

ず
、
㈠
不
公
正
な
低
価
格
設
定
で
あ
る
が
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
流
通
業
者
に
よ
る
不
当
廉
売
（
仕
入
価
格
を
下
回
る
低
価
格
で

の
販
売
）
の
み
を
違
法
行
為
類
型
と
し
て
掲
げ
て
い
た
が
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
そ
れ
に
加
え
て
納
入
業
者
か
ら
の
通
常
よ
り
低
価

格
で
の
買
取
り
も
違
法
類
型
化
し
た
。
こ
れ
に
は
、
契
約
時
に
お
け
る
低
価
格
の
設
定
だ
け
で
は
な
く
、
事
後
的
な
価
格
引
き
下
げ
強

制
も
含
ま
れ
る
。

次
に
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
㈡
優
越
的
地
位
の
濫
用
で
は
、
押
し
付
け
販
売
、
販
売
員
の
派
遣
要
請
、
経
済
的
利
益
の
提
供
、
販
売

量
の
強
制
、
取
引
相
手
に
対
す
る
不
利
な
取
引
条
件
の
決
定
、
拘
束
条
件
付
き
取
引
、
再
販
売
価
格
の
維
持
と
い
う
七
つ
の
行
為
類
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型
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
具
体
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
㈡
不
当
な
経
済
的
利
益
の
請
求
、

㈤
押
し
付
け
販
売
、
㈥
従
業
員
の
派
遣
要
請
の
三
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
違
法
類
型
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り
具
体
化
・
明
確
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
㈢
不
当
な
返
品
、
㈣
不
公
正
な
委
託
販
売
契
約
の
強
制
、
㈦
契
約
に
基
づ
く
製
品
の
受
け
取
り
拒
絶
の
三
つ
は
、

取
引
実
態
を
踏
ま
え
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
行
為
と
し
て
、
新
た
に
類
型
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
㈧
そ
の
他
の
不
公
正
取
引

慣
行
で
は
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
㈢
差
別
的
取
扱
い
、
㈣
取
引
相
手
か
ら
の
情
報
・
技
術
の
獲
得
、
㈤
取
引
相
手
に
対
す
る
自
己
の
競

争
者
と
の
取
引
制
限
に
相
当
す
る
行
為
が
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

新
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
比
較
し
て
み
る
と
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
㈠
不
当
廉
売
を
除
い
て
、
主
に
大
規
模
流
通
業
者
と
納
入
業
者

と
の
間
の
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
関
し
て
、
幾
つ
か
の
具
体
例
を
提
示
し
つ
つ
も
や
や
抽
象
的
な
表
現
で
説
明
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
大
規
模
流
通
業
者
と
納
入
業
者
と
の
間
の
取
引
実
態
を
踏
ま
え
て
、
大
規
模
流
通
業
者
の
購
買
力
を
背
景
と
し

た
力
の
濫
用
行
為
に
焦
点
を
当
て
、
違
法
行
為
類
型
の
い
っ
そ
う
の
具
体
化
・
明
確
化
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
旧
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
低
価
格
設
定
行
為
を
不
当
廉
売
に
限
定
し
て
い
た
が
、
む
し
ろ
大
規
模
流
通
業
者
の
購
買
力
を
背
景
と
し
た
力
の
濫

用
行
為
は
納
入
業
者
に
対
す
る
買
叩
き
行
為
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
㈠
不
公
正
な
低
価
格
設
定
と
し
て
整
理
し
直
し

た
と
い
う
点
で
も
、
流
通
分
野
に
お
け
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
規
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
本
来
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
流
通
問
題
に
対
す
る
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
競
争
法
の
活
用
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
た
最
初
の
段
階
で
は
、
中
小
流
通
業
者

及
び
中
小
納
入
業
者
に
よ
る
大
規
模
流
通
業
者
の
取
引
競
争
法
違
反
の
申
告
を
受
け
て
審
査
が
行
わ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
違
反
の
有

無
を
決
定
せ
ず
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
で
問
題
の
処
理
を
図
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
中
小
流
通
業
者
に
対

し
て
は
不
当
廉
売
規
制
を
、
ま
た
中
小
納
入
業
者
に
対
し
て
は
優
越
的
地
位
の
濫
用
規
制
を
そ
れ
ぞ
れ
強
化
す
る
と
い
う
委
員
会
の
姿
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勢
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
（
（7
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
中
心
と
す
る
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
納

入
業
者
と
の
間
の
不
公
正
取
引
慣
行
に
完
全
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七　

結
び

流
通
問
題
の
顕
在
化
以
降
、
タ
イ
政
府
が
大
規
模
流
通
業
者
の
参
入
規
制
と
並
ん
で
検
討
し
て
き
た
の
が
取
引
競
争
法
の
活
用
で
あ

る
が
、
同
法
の
運
用
が
全
般
的
に
停
滞
状
況
に
あ
る
こ
と
は
上
述
（
五
２
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
違
反
行
為
の
申
告
が
法
施
行
以
降
の

累
計
で
八
六
件
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
違
反
行
為
の
認
定
が
行
わ
れ
た
も
の
は
僅
か
三
件
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
正
式
な
事
件
と
し
て
処
理
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
法
運
用
は
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
四
七
年
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
競
争
法
が
導
入
さ
れ
、
タ
イ
よ
り
も
遥
か
に
長
い
経
験
を
積
ん
で
き
た
わ
が
国
の
独
占

禁
止
法
も
、
久
し
く
の
停
滞
時
期
を
経
て
一
九
九
〇
年
の
日
米
構
造
協
議
で
の
合
意
以
降
、
本
格
的
な
法
運
用
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
の
わ
が
国
に
お
け
る
流
通
問
題
に
対
す
る
取
組
み
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
法
に
基
づ
く
参
入
規
制
に
重
心
が
置
か
れ
、
大
規

模
流
通
業
者
の
購
買
力
を
背
景
と
し
た
取
引
慣
行
な
ど
に
は
十
分
な
対
応
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
米
構
造
協
議

で
は
、
貿
易
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
の
障
壁
を
取
り
除
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
流
通
分
野
に
お
け
る
参
入
規
制
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
同
分
野
に
お
け
る
競
争
制
限
的
な
取
引
慣
行
を
放
置
し
て
お
か
な
い
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
わ
が
国
で
の
流
通
問
題
へ

の
対
応
は
、
参
入
規
制
の
緩
和
に
よ
り
規
制
制
度
そ
の
も
の
が
形
骸
化
し
、
専
ら
競
争
法
に
よ
る
対
応
の
み
と
な
っ
て
い
っ
た
。
確
か

に
、
一
九
九
一
年
の
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
以
降
、
競
争
政
策
上
の
取
組
み
は
活
発
化
し
、
近
年
の
優
越
的
地
位
の

濫
用
及
び
不
当
廉
売
に
対
す
る
規
制
強
化
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た
（
（7
（

。
し
か
し
、
流
通
問
題
は
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
流
通
業
者
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及
び
中
小
納
入
業
者
と
の
間
の
問
題
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
流
通
機
構
は
消
費
者
の
生
活
を
支
え
、
流
通
業
者
の
立
地
展
開
や
事
業

者
間
の
競
争
行
動
が
消
費
者
（
生
活
者
）
の
生
活
環
境
に
ま
で
深
く
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
で
は
都
市
政
策
の
観
点

も
含
め
た
流
通
問
題
に
対
す
る
複
合
的
な
視
点
で
の
取
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
で
は
、
わ
が
国
で
も
ま
た

欧
米
諸
国
で
も
、
中
小
企
業
振
興
政
策
や
競
争
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
流
通
問
題

に
対
す
る
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
（
（7
（

。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
後
に
一
定
の
成
果
が
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
の
経
過
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
す
で
に
空
洞
化
し

て
し
ま
っ
た
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
と
い
う
構
想
の
実
現
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

タ
イ
で
は
、
わ
が
国
が
流
通
規
制
の
緩
和
で
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
で
い
っ
た
同
時
期
に
、
大

規
模
流
通
業
者
の
新
規
参
入
で
流
通
問
題
が
顕
在
化
し
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
き
た
。
歴
代
政
権
は
参
入
規
制
の
導
入
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
様
々
な
国
内
の
政
治
的
・
経
済
的
諸
事
情
や
経
済
危
機
後
の
タ
イ
の
置
か
れ
た
国
際
的
環
境
の
下
で
、
限
定
的
な
ゾ
ー
ニ
ン

グ
規
制
を
除
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
参
入
規
制
立
法
は
成
立
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
タ
イ
経
済
に
お
い
て
は
中
小
企
業
が
占
め
る

割
合
は
非
常
に
高
く
、
中
小
企
業
が
果
た
し
て
い
る
役
割
も
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
危
機
後
の
改
革
で
は
、
中

小
企
業
の
競
争
力
強
化
を
目
指
し
た
中
小
企
業
振
興
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
流
通
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
振
興
政
策
は
、

上
述
（
四
３
）
し
た
よ
う
に
、「
経
済
的
格
差
の
是
正
」
を
図
る
た
め
に
競
争
単
位
と
し
て
の
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
を
支
援
す
る

政
策
と
並
ん
で
、「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
を
図
る
た
め
に
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
流
通
業
者
と
の
間
の
「
公
正
な
競
争
」
を
実
現

す
る
政
策
が
常
に
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
包
括
的
な
競
争
法
が
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
一
九
九
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
だ
法
運
用
の
経
験
が
乏
し
い
う
え
に
、
法
の
執
行
体
制
に
も
不
備
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
通
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
、
大
規
模
流
通
業
者
の
不
公
正
な
取
引
慣
行
に
は
競
争
法
を
適
用
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
主
と
し



三
九

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

て
大
規
模
流
通
業
者
と
中
小
納
入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
購
買
力
の
濫
用
行
為
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
小
流
通
業
者
と
の

間
の
「
公
正
な
競
争
」
に
反
す
る
不
当
廉
売
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
流
通
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
振
興
策
と
し
て
、
競
争
政
策

の
活
用
を
図
る
と
い
う
側
面
も
見
ら
れ
る
。

上
述
（
四
２
）
の
よ
う
に
、
中
小
企
業
を
保
護
す
る
中
小
企
業
振
興
策
は
、
産
業
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
競
争
政
策
と
は
矛
盾
す
る

若
し
く
は
相
反
す
る
政
策
と
捉
え
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
タ
イ
で
も
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
（7
（

が
、
中
小
企

業
振
興
計
画
に
お
い
て
は
「
公
正
な
競
争
の
促
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
市
場
経
済
に
お
い
て
競
争
単
位
と
し
て
不
利
な
立
場
に
あ

る
中
小
企
業
の
「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
を
図
る
競
争
政
策
の
一
環
と
し
て
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
タ
イ
に
お
い
て
は
、
産
業
政
策
と
競
争
政
策
と
が
対
極
に
あ
る
も
の
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
密
接
に
絡
み
合
い
、
相

互
に
補
完
し
あ
う
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
に
お
け
る
流
通
問
題
へ
の
政
策
的
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
大
規
模
流
通
業
者
と
の
間
の
「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
と
し
て
の
競
争
政
策
的
観
点
か
ら
の
取
組
み
と
「
格

差
是
正
の
た
め
の
支
援
」
を
図
る
施
策
と
し
て
の
中
小
流
通
業
者
の
組
織
化
・
大
規
模
流
通
業
者
の
事
業
活
動
規
制
の
取
組
み
な
ど
が

な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
タ
イ
政
府
の
取
組
み
と
し
て
全
く
欠
落
し
て
い
る
の
が
、
都
市
政
策
の
観
点
か
ら
の
取

組
み
、
す
な
わ
ち
大
規
模
流
通
業
者
の
立
地
に
伴
う
消
費
者
（
生
活
者
）
の
生
活
環
境
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
、
か
か

る
視
点
か
ら
の
取
組
み
は
、
流
通
規
制
の
緩
和
以
降
急
激
に
進
ん
だ
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
・
ス
プ
ロ
ー
ル
化
現
象
を
受
け
て
、
漸
く

始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
（7
（

。
タ
イ
で
は
、
参
入
規
制
立
法
の
導
入
に
対
し
て
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
既
存
の
法
律
（
都
市
計

画
法
と
建
築
物
規
制
法
）
に
基
づ
く
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
を
導
入
し
た
が
、
都
市
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
の
規
制
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
大
規
模
流
通
業
者
の
急
激
な
店
舗
展
開
を
抑
制
し
、
中
心
市
街
地
で
の
立
地
を
困
難
に
し
、
郊
外
へ
誘
導
す
る
こ
と
で
、
中
小
流



四
〇

通
業
者
へ
の
影
響
を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
規
制
が
導
入
さ
れ
て
も
郊
外
へ
の
出
店
は

抑
制
で
き
ず
、
規
制
導
入
の
狙
い
ど
お
り
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

近
年
、
何
度
か
の
機
会
を
捉
え
て
、
バ
ン
コ
ク
都
及
び
そ
の
周
辺
、
さ
ら
に
は
主
要
地
方
都
市
の
大
型
店
の
立
地
状
況
を
調
査
し
て

き
た
。
ま
だ
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
わ
が
国
の
よ
う
に
後
戻
り
で
き
な
い
状
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
は

相
当
進
ん
で
お
り
、
地
方
都
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
が
次
第
に
空
洞
化
し
て
い
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
流
通
問
題
に
対
す
る
都
市

政
策
的
観
点
か
ら
の
検
討
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　

欧
米
諸
国
の
流
通
問
題
と
そ
の
政
策
的
対
応
に
関
し
て
は
、
保
田
芳
昭
編
『
日
本
と
欧
米
の
流
通
政
策
』（
大
月
書
店
、
一
九
九
五
年
）
で
概

観
で
き
る
。

（
２
）　

近
年
の
ア
メ
リ
カ
の
動
向
に
関
し
て
は
、
矢
作
弘
『
大
型
店
と
ま
ち
づ
く
り
―
規
制
進
む
ア
メ
リ
カ
、
模
索
す
る
日
本
―
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
五
年
）、
原
田
英
生
『
ア
メ
リ
カ
の
大
型
店
問
題
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
は
伊
東
理
『
イ
ギ

リ
ス
の
小
売
商
業
―
政
策
・
開
発
・
都
市
―
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）
を
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
阿
部
成
治
『
大
型
店
と
ド
イ
ツ

の
ま
ち
づ
く
り
』（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
３
）　

経
済
の
先
進
国
を
激
し
い
勢
い
で
追
い
か
け
、
他
の
経
済
発
展
途
上
の
国
々
と
は
異
な
る
発
展
段
階
に
至
っ
た
国
々
を
新
興
国
と
呼
ぶ
こ
と

が
多
い
が
、
末
廣
教
授
は
現
在
の
タ
イ
の
経
済
発
展
段
階
を
「
中
進
国
」
と
呼
ん
で
い
る
（
末
廣
昭
『
タ
イ
―
中
進
国
の
模
索
―
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）
二
三
―
二
七
頁
）。

（
４
）　

タ
イ
の
流
通
問
題
に
対
す
る
政
府
の
対
応
を
丹
念
に
分
析
し
て
い
る
労
作
と
し
て
、
遠
藤
元
『
新
興
国
の
流
通
革
命
―
タ
イ
の
モ
ザ
イ
ク
状

消
費
市
場
と
多
様
化
す
る
流
通
―
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）　

世
界
の
競
争
法
施
行
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
国
際
競
争
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（IC

N
, International C

om
petition N

etw
ork

）
に
参
加
し

て
い
る
国
及
び
地
域
の
数
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
現
在
で
一
〇
八
に
上
っ
て
い
る
（http://w

w
w

.jftc.go.jp/kokusai/kaigaikatudo.htm
li cn

）。



四
一

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

参
加
機
関
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｎ
の
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.internationalcom
petitionnetw

ork.org/m
em

bers/m
em

ber-directory.

aspx

）
で
確
認
で
き
る
。

（
６
）　

特
に
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
競
争
法
の
運
用
に
対
し
て
は
、
わ
が
国
の
公
正
取
引
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
国
際
協
力
機
構
（JIC

A
, Japan 

International C
ooperation A

gency

）
を
通
じ
て
、
ま
た
最
近
で
は
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
、
各
国
の
競
争
法
施
行
機
関
を
様
々
な
形

で
支
援
し
て
き
た
。
タ
イ
で
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
た
支
援
、「
タ
イ
取
引
競
争
法
の
運
用
に
係
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
支
援
計

画
」（
二
〇
〇
四
年
度
―
二
〇
〇
五
年
度
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
支
援
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（http://gw
w

eb.jica.go.jp/km
/P

rojectV
iew

.nsf/b4d6e2e7028c842c49256bdf00384947/1e857815c30023c8492575d100353d2d?O
p

enD
ocum

ent
）。

（
７
）　

競
争
政
策
で
は
な
く
て
、
産
業
優
先
政
策
が
わ
が
国
の
経
済
政
策
に
お
い
て
支
配
的
な
政
策
と
な
っ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
本
間
重
紀

「
産
業
政
策
と
産
業
法
」（
宮
坂
富
之
助
ほ
か
『
現
代
経
済
法
』（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
所
収
）、
飯
田
泰
雄
「
産
業
政
策
と
経
済
法
」（
日
本

経
済
法
学
会
編
『
経
済
法
講
座
第
一
巻
経
済
法
の
理
論
と
展
開
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
）
な
ど
を
参
照
。

（
８
）　

か
か
る
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
編
『
独
占
禁
止
政
策
五
十
年
史
（
上
巻
）』（
公
正
取
引
協
会
、
一
九
九
七

年
）
四
八
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
９
）　

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
競
争
法
の
最
近
の
動
向
に
関
し
て
は
、
公
正
取
引
七
三
二
号
「
特
集
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
競
争
政
策
の
動
き
」（
二

〇
一
一
年
）
の
各
論
稿
、
同
じ
く
公
正
取
引
七
四
一
号
（
二
〇
一
一
年
）「
特
集
新
興
国
の
競
争
政
策
」
の
各
論
稿
、
特
に
下
津
秀
幸
「
新
興
国

の
競
争
政
策
の
動
向
」
を
参
照
。
ま
た
、
公
正
取
引
委
員
会
の
第
一
九
〇
回
独
占
禁
止
懇
話
会
の
資
料
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
競
争
政
策
の
最
近

の
動
向
」（
二
〇
一
一
年
）（http://w

w
w

.jftc.go.jp/kenkyukai/dk-kondan/190-3.pdf

）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　

Sakda T
h

an
itcu

l, “
C

om
p

etition
 L

aw
 in

 T
h

ailan
d

,” in
 C

assey L
ee an

d
 C

h
eon

g M
ay F

on
g, C

om
p

etition
 P

olicy
 in

 A
sia

: 

M
od

els a
n

d
 Issu

es, U
niversity of M

alaya, 2006, at 160.

（
11
）　

タ
イ
の
取
引
競
争
法
の
概
略
を
知
る
う
え
で
は
、
前
掲
注
（
10
）
の
文
献
以
外
で
は
、
次
の
も
の
が
参
考
に
な
る
。N

ipon P
oapongsa-

korn, “
T

he N
ew

 C
om

petition L
aw

 in T
hailand: L

essons for Institution B
uilding,” R

eview
 of In

d
u

stria
l O

rga
n

iza
tion

, V
ol. 21, 

2002, Sakda T
hanitcul, “

C
om

petition L
aw

 in T
hailand: A

 P
relim

inary A
nalysis,” W

a
sh

in
gton

 U
n

iversity G
loba

l S
tu

d
ies L

a
w

 

R
eview

, V
ol. 1, 2002, D

eunden N
ikom

borirak, “
T

he P
olitical E

conom
y of C

om
petition L

aw
: T

he C
ase of T

hailand,” N
orth

w
est 

Jou
rn

a
l of In

tern
a

tion
a

l L
a

w
 &

 B
u

sin
ess, V

ol. 26, 2006.

な
お
、
邦
語
文
献
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
三
浦
克
哉
「
タ
イ
に
お
け
る

新
独
占
禁
止
法
と
競
争
政
策
」（
バ
ン
コ
ク
日
本
人
商
工
会
議
所
報
一
九
九
九
年
九
月
号
）、
三
浦
克
哉
「
タ
イ
の
競
争
政
策
と
技
術
協
力
」（
公

正
取
引
五
九
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
サ
ク
ダ
ー
・
タ
ニ
ッ
ク
ル
（
栗
田
誠
訳
）「
タ
イ
の
競
争
法
―
予
備
的
考
察
」（
国
際
商
事
法
務
三
〇
巻
五



四
二

号
、
二
〇
〇
二
年
）、
今
泉
慎
也
「
タ
イ
競
争
法
制
の
現
状
と
課
題
」（
公
正
取
引
六
七
八
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
デ
ュ
ン
デ
ン
・
ニ
コ
ム
ボ
リ
ラ

ク
「T

he T
hai C

om
petition R

egim
e: A

n U
phill B

attle

（「
タ
イ
競
争
政
策
―
困
難
な
戦
い
―
」）」（
公
正
取
引
七
一
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
12
）　

Sakda T
h

an
itcu

l, “
S

M
E

s an
d

 C
om

p
etition

 L
aw

: A
 C

ase S
tu

d
y on

 S
u

p
p

liers of G
ood

s to L
arge R

etail S
tores,” Jou

rn
a

l of 

In
tern

a
tion

a
l C

oop
era

tion
 S

tu
d

ies, 15(3), 2008, at 43-46.

（
13
）　

深
津
健
二
『
現
代
経
済
法
と
消
費
者
参
加
』（
法
研
出
版
、
一
九
九
四
年
）
七
六
頁
以
下
参
照
。

（
14
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
深
津
健
二
「
大
型
店
規
制
と
消
費
者
の
利
益
―
『
ま
ち
づ
く
り
三
法
』
の
制
定
と
改
正
を
契
機
と
し
て
―
」（
法
学
会
雑

誌
四
八
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）　

例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
八
月
七
日
に
大
畠
章
宏
経
済
産
業
大
臣
が
全
国
商
工
会
連
合
会
と
の
会
談
で
大
型
店
規
制
強
化
の
必
要
性
を
強
調
し

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
大
型
店
規
制
を
め
ぐ
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

（
16
）　

深
津
健
二
『
競
争
法
と
規
制
改
革
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
17
）　

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
流
通
問
題
へ
の
最
近
の
取
組
み
に
関
し
て
は
、
根
岸
哲
「
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ラ
イ
ン
の
見
直
し
と

新
た
な
課
題
」（
公
正
取
引
七
三
六
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
18
）　

わ
が
国
で
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
「
中
小
企
業
憲
章
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
（http://w

w
w

.m
eti.go.jp/com

m
ittee/sum

m
ary/0004655/

kensho.pdf

）。
そ
の
中
に
は
、
中
小
企
業
政
策
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
の
基
本
原
則
と
し
て
、「
①
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
が

そ
の
力
を
思
う
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
、
②
起
業
を
増
や
す
こ
と
、
③
創
意
工
夫
で
新
し
い
市
場
を
切
り
拓
く
中
小
企
業
の

挑
戦
を
促
す
こ
と
、
④
公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
⑤
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
中
小
企
業
の
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
」
と
い
う

五
つ
の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
何
れ
も
「
経
済
的
不
利
の
是
正
」
と
「
格
差
是
正
の
た
め
の
支
援
」
が
そ
の
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

（
19
）　

タ
イ
に
お
け
る
産
業
保
護
政
策
か
ら
自
由
化
政
策
へ
の
経
済
政
策
の
転
換
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
東
茂
樹
「
タ
イ
の
産
業
政
策
―
制
度
・
組

織
・
ア
ク
タ
ー
―
」（
末
廣
昭
・
東
茂
樹
編
『
タ
イ
の
経
済
政
策
―
制
度
・
組
織
・
ア
ク
タ
ー
―
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
所

収
）
一
一
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
20
）　

外
国
人
事
業
法
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
時
期
に
革
命
団
（N

ational E
xecutive C

ouncil

）
に
よ
る
布
告
第
二
八
一
号
と
し
て
一
九
七
二
年
に

制
定
さ
れ
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
も
の
で
あ
る
。
外
国
人
事
業
法
制
定
の
背
景
と
規
制
内
容
に
関
し
て
は
、
榎
本
啓
一
郎
「
海
外
事
業

投
資
と
外
資
規
制
―
タ
イ
国
『
外
国
人
事
業
法
』
に
関
す
る
考
察
―
」（
福
岡
大
学
商
学
論
叢
四
九
巻
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
一
二
三
頁
以
下
参

照
。

（
21
）　

欧
州
流
通
資
本
の
タ
イ
市
場
へ
の
参
入
要
因
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
元
「
小
売
業
の
構
造
変
化
と
流
通
資
本
の
再
編
」（
末
廣
昭
編
『
タ
イ
の
制



四
三

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

度
改
革
と
企
業
再
編
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
）
二
六
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
22
）　

Sakda, su
p

ra
 note 12, at 34-35.

（
23
）　

Sakda, su
p

ra
 note 12, at 43.

（
24
）　

こ
の
間
の
経
緯
に
関
し
て
、
遠
藤
元
「
経
済
危
機
後
の
タ
イ
に
お
け
る
流
通
政
策
」（
大
東
文
化
大
学
紀
要
四
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）
一
五
五

頁
以
下
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　

こ
れ
ら
通
達
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
遠
藤
・
前
掲
注
（
24
）
一
六
七
―
一
六
九
頁
を
参
照
。

（
26
）　

Sakda, su
p

ra
 note 12, at 43-44.

（
27
）　

事
実
、
専
門
小
委
員
会
は
二
〇
回
ほ
ど
の
会
合
重
ね
て
審
議
し
た
が
、
最
終
的
に
取
引
競
争
法
違
反
か
否
か
の
決
定
を
行
わ
ず
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
草
案
を
提
案
し
て
終
わ
る
と
い
う
、
か
か
る
批
判
ど
お
り
の
幕
引
き
を
図
っ
て
い
る
（see Sakda, su

p
ra

 note 12, at 44.

）。

（
28
）　

T
he N

ation, 2002.8.22.

（
29
）　

T
he N

ation, 2007.5.9.

（
30
）　

T
he N

ation, 2007.10.16.

（
31
）　

タ
イ
の
議
会
に
お
け
る
法
案
の
処
理
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
今
泉
慎
也
「
タ
イ
の
立
法
過
程
の
構
造
と
特
徴
」（
今
泉
慎
也
編
『
タ
イ
の
立
法

過
程
と
そ
の
変
容
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
）
を
参
照
。

（
32
）　

T
rade C

om
petition C

om
m

ittee, B
oard of T

rade, R
egu

la
tion

s of th
e O

ffi
ce of Tra

d
e C

om
p

etition
 C

om
m

ission
 rega

rd
in

g 

“G
u

id
elin

es on
 Tra

d
e p

ra
ctices betw

een
 la

rge-sca
le reta

ilers a
n

d
 su

p
p

liers” (A
 C

on
su

lta
tion

 P
a

p
er), 2011, appendix.

（
33
）　

T
he N

ation, 2009.12.15.

（
34
）　

T
he N

ation, 2011.2.4.

（
35
）　

T
he N

ation, 2011.1.31.

（
36
）　

T
he N

ation, 2011.5.14.

（
37
）　

タ
ク
シ
ン
政
権
下
で
は
法
案
が
閣
議
決
定
の
直
前
ま
で
手
続
き
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
タ
ク
シ
ン
首
相
の
判
断
で
結
局
は
廃
案
と
な
り
、
ス
ラ

ユ
ッ
ト
政
権
に
お
い
て
は
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
手
続
き
に
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ピ
シ
ッ
ト
政
権
で
は
、
法
案
の
閣

議
で
の
原
則
承
認
決
定
か
ら
内
閣
法
制
委
員
会
で
の
審
査
に
一
年
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
小
売
業
法
案
が
外
資
規
制
と
受
け
取
ら
れ
る

こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
歴
代
政
権
に
お
い
て
極
め
て
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
38
）　

タ
イ
に
お
け
る
経
済
危
機
後
の
中
小
企
業
振
興
政
策
立
案
過
程
に
関
し
て
は
、P

hilippe R
énier, S

m
a

ll a
n

d
 M

ed
iu

m
 E

n
terp

rises in
 

D
istress: T

h
a

ila
n

d
, th

e E
a

st A
sia

n
 C

risis a
n

d
 B

eyon
d

, G
ow

er, 2000

を
参
照
。



四
四

（
39
）　

タ
イ
の
中
小
企
業
振
興
政
策
と
中
小
企
業
振
興
法
の
概
要
に
関
し
て
は
、『
東
ア
ジ
ア
の
持
続
的
発
展
へ
の
課
題
―
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
中

小
企
業
支
援
策
―
』（
国
際
協
力
銀
行
開
発
金
融
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
40
）　

中
小
企
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
タ
イ
政
府
か
ら
の
支
援
要
請
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
た
日
本
の
支
援
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
同
プ
ラ
ン
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
タ
イ
の
財
務
大
臣
と
産
業
大
臣
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
水
谷
元
通
産

省
生
活
産
業
局
長
の
政
策
提
言
レ
ポ
ー
ト
（
水
谷
レ
ポ
ー
ト
）
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
調
査
団
の
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
タ
イ
国
工
業
分
野
振
興
開
発
計

画
（
裾
野
産
業
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
報
告
書
」
と
い
う
二
つ
の
報
告
書
で
あ
る
。

（
41
）　

こ
れ
ま
で
、
第
一
次
（
一
九
六
一
年
―
一
九
六
六
年
）
か
ら
第
一
一
次
（
二
〇
一
二
年
―
二
〇
一
六
）
ま
で
の
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
全
て
タ
イ
政
府
の
社
会
経
済
開
発
局
の
Ｈ
Ｐ
（http://eng.nesdb.go.th/D

efault.aspx?tabid=
402

）
で
閲
覧
す
る
こ
と
か
で

き
る
。

（
42
）　

N
ation

al E
con

om
ic an

d
 S

ocial D
evelop

m
en

t B
oard

, T
h

e N
in

th
 N

ation
al E

con
om

ic an
d

 S
ocial D

evelop
m

en
t P

lan
 (2007-

2011) (http://eng.nesdb.go.th/P
ortals/0/new

s/plan/eng/T
he%

20N
ational%

20E
conom

ic%
20and%

20Social%
20D

evelopm
ent%

20

P
lan%

282002-2006%
29.pdf).

（
43
）　

O
ffice of SM

E
s P

rom
otion, T

he SM
E

s P
rom

otion P
lan (2002-2006), at C

hap. 7.

（
44
）　

O
ffice of SM

E
s P

rom
otion, T

he 2nd SM
E

s P
rom

otion P
lan (2007-2011).

（
45
）　

N
ational E

con
om

ic an
d

 S
ocial D

evelop
m

en
t B

oard
, T

h
e T

en
th

 N
ation

al E
con

om
ic an

d
 S

ocial D
evelop

m
en

t P
lan

 (2007-

2011

）（http://eng.nesdb.go.th/D
efault.aspx?tabid

＝402).

（
46
）　

英
語
で
はSufficiency E

conom
y

、
ま
た
日
本
語
で
は
「
充
足
経
済
」
又
は
「
足
る
を
知
る
経
済
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
は

第
十
次
開
発
計
画
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）　

N
ational E

conom
ic and Social D

evelopm
ent B

oard, su
p

ra
 note 45, at Sum

m
ary.

（
48
）　

Id
.

（
49
）　

O
ffice of SM

E
s P

rom
otion, su

p
ra

 note 44.

（
50
）　

Id
.

（
51
）　

Id
.

（
52
）　

Sakda, su
p

ra
 note 10, at 160-162.

（
53
）　

か
か
る
検
討
の
経
緯
に
関
し
て
詳
し
く
は
、N

ipon, su
p

ra
 note 11, at 186-188

を
参
照

（
54
）　

一
九
九
七
年
年
憲
法
は
、
一
九
九
二
年
に
発
生
し
た
「
五
月
流
血
事
件
」
を
契
機
と
し
て
、
議
会
制
民
主
主
義
の
発
展
を
目
指
し
て
制
定
さ



四
五

中
小
企
業
振
興
政
策
と
競
争
法
の
活
用�

（
都
法
五
十
三-

二
）

れ
た
も
の
で
、
議
会
制
度
に
関
し
て
詳
細
に
規
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
権
に
関
し
て
も
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
一
九
九
七
年
憲

法
の
制
定
経
緯
及
び
そ
の
特
色
に
関
し
て
は
、
遠
藤
聡
「
二
〇
〇
七
年
タ
イ
王
国
憲
法
の
制
定
過
程
と
そ
の
成
立
」（
外
国
の
立
法
二
三
五
号
、

二
〇
〇
八
年
）
及
び
孝
忠
延
夫
「
タ
イ
王
国
の
憲
法
」（
政
策
創
造
研
究
三
号
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
55
）　

See Sakda, su
p

ra
 note 10, at 162.

（
56
）　

Id
.

（
57
）　

根
岸
哲
「

競

争

法

の

新

た

な

動

向

―
日

本

及

び

欧
・

米
・

ア

ジ

ア

を

中

心

と

し

て

」（http://w
w

w
.kikkaw

a-law
.com

/

dow
nloads/101109negishi

）。

（
58
）　

タ
イ
の
取
引
競
争
法
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
規
制
を
中
心
と
す
る
Ｅ
Ｕ
競
争
法
を
モ
デ
ル
と
し
、
よ
り
具
体
的
に
は
先
進
資
本
主
義

諸
国
を
追
い
か
け
、
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
新
興
資
本
主
義
国
で
あ
る
、
あ
る
い
は
前
掲
注
（
３
）
で
述
べ
た
「
中
進
国
」
と
し
て
の
先
輩

で
あ
る
韓
国
と
台
湾
で
制
定
さ
れ
た
競
争
法
を
参
考
に
し
て
、
制
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
企
業
の
保
護
育
成
を
基
本
と
し

た
産
業
政
策
を
展
開
す
る
韓
国
で
は
、
財
閥
を
中
心
と
す
る
大
規
模
企
業
集
団
に
よ
る
産
業
支
配
、
す
な
わ
ち
市
場
独
占
を
禁
止
す
る
の
で
は

な
く
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
規
制
を
中
心
と
し
た
公
正
取
引
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
タ
イ
の
市
場
構
造
は
韓
国
と
は
異
な
っ
て
中
小
企
業

が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
大
企
業
保
護
の
産
業
政
策
も
ほ
と
ん
ど
立
案
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注
（
11
）
六
三
二
頁
）。

（
59
）　

T
rade C

om
p

etition
 C

om
m

ission
, N

otification
 of T

rad
e C

om
p

etition
 C

om
m

ission
 on

 C
riteria for B

u
sin

ess O
p

erator w
ith 

M
arket D

om
ination (F

ebruary 8, 2007).

（
60
）　

自
動
二
輪
車
事
件
に
つ
い
て
は
、A

rchanun K
ohpaiboon and et. al, C

om
p

etition
 P

olicy in
 T

h
a

ila
n

d
, D

iscu
ssion

 P
a

p
er 

N
o. 20 (A

p
ril 19, 2010), T

ham
m

asat U
niversity, at19-20

を
参
照
。

（
61
）　

T
he N

ation, 2011.1.31.

（
62
）　

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注
（
11
）
六
三
六
―
六
三
七
頁
。

（
63
）　

取
引
競
争
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
法
施
行
以
降
に
任
命
さ
れ
た
全
て
の
委
員
に
つ
い
て
、
任
命
基
準
ご
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（http://

otcc.dit.go.th/otcc/content/catcontent_list.php?typeId=
1&

catId=
170

）。

（
64
）　

今
泉
・
前
掲
注
（
11
）
三
四
頁
で
は
、
取
引
競
争
委
員
会
の
委
員
構
成
を
出
身
母
体
別
に
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
が
整
理
さ
れ
て
い
る
の

で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
65
）　

http://otcc.dit.go.th/otcc/upload/
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さ
れ
て
い
る
（http://otcc.dit.go.th/otcc/content/catcontent_list.php?typeId=1&

catId=170

）
。 

(64) 

今
泉
・
前
掲
注(11)

三
四
頁
で
は
、
取
引
競
争
委
員
会
の
委
員
構
成
を
出
身
母
体
別
に
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で

が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。 

(65) 
http://otcc.dit.go.th/otcc/upload/ ก

รร
ม
ก
าร%

20
ช
ุด
ท
ี่%

206.pdf. 

(66) 

デ
ュ
ン
デ
ン
・
前
掲
注(11)

九
頁
。 

(67) 

両
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、A

rchanun, supra note 60, at18-20
を
参
照
。 

(68) 

こ
の
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、D

eunden N
ikom

borirak, “T
hailand,” in D

ouglas H
. B

rooks and 

S
im

on J. E
venett eds., C

om
petition Policy and D

evelopm
ent in A

sia, P
algrave M

acm
illan, 2005, 

at 272

－272

を
参
照
。 

(69) 

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注(11)

六
三
五
―
六
三
六
頁
。 

(70) 

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注(11)

六
三
五
頁
。 

(71) 

顔
廷
棟
「
台
湾
競
争
法
と
そ
の
法
制
・
法
運
用
の
検
討
」
（
筑
波
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）
二
六

二
頁
。 

(72) 

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注(11)

六
三
五
頁
。 

(73) 

顔
・
前
掲
注(71)

二
六
二
―
二
六
三
頁
。 

(74) 

も
と
も
と
大
規
模
流
通
業
者
事
件
で
提
起
さ
れ
た
問
題
に
は
、
流
通
問
題
に
対
し
て
競
争
法
を
活
用
す
る
う
え
で

二
つ
の
側
面
か
ら
の
法
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（S

akda, supra note 12, at 

36-37

）
。 

(75) 

一
九
九
一
年
に
策
定
さ
れ
た
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
正
式
名
称
は
「
流
通
・
取
引
慣
行
に
関
す
る
独

占
禁
止
法
上
の
指
針
」
で
あ
る
。
）
は
、
そ
の
後
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
及
び
二
〇
一
一
年
と
三
回
の
改
定
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
に
「
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納
入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取

引
方
法
」
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
も
、
同
年
に
「
『
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納

入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
』
の
運
用
基
準
」
が
策
定
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
に

は
「
不
当
廉
売
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
考
え
方
」
、
二
〇
一
〇
年
に
は
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
独
占
禁

止
法
上
の
考
え
方
」
な
ど
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。 

(76) 

石
原
武
政
『
ま
ち
づ
く
り
の
中
の
小
売
業
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
民
間
都
市
開
発
機
構
編
『
欧
米
の
ま
ち

づ
く
り
・
都
市
計
画
制
度
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 

(77) 
See Sakda, supra note 12. 

(78) 

深
津
・
前
掲
注(14)

を
参
照
。 
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さ
れ
て
い
る
（http://otcc.dit.go.th/otcc/content/catcontent_list.php?typeId=1&

catId=170

）
。 

(64) 

今
泉
・
前
掲
注(11)

三
四
頁
で
は
、
取
引
競
争
委
員
会
の
委
員
構
成
を
出
身
母
体
別
に
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で

が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。 

(65) 
http://otcc.dit.go.th/otcc/upload/ ก

รร
ม
ก
าร%

20
ช
ุด
ท
ี่%

206.pdf. 

(66) 

デ
ュ
ン
デ
ン
・
前
掲
注(11)

九
頁
。 

(67) 

両
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、A

rchanun, supra note 60, at18-20
を
参
照
。 

(68) 

こ
の
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、D

eunden N
ikom

borirak, “T
hailand,” in D

ouglas H
. B

rooks and 

S
im

on J. E
venett eds., C

om
petition Policy and D

evelopm
ent in A

sia, P
algrave M

acm
illan, 2005, 

at 272

－272

を
参
照
。 

(69) 

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注(11)

六
三
五
―
六
三
六
頁
。 

(70) 

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注(11)

六
三
五
頁
。 

(71) 

顔
廷
棟
「
台
湾
競
争
法
と
そ
の
法
制
・
法
運
用
の
検
討
」
（
筑
波
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）
二
六

二
頁
。 

(72) 

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注(11)

六
三
五
頁
。 

(73) 

顔
・
前
掲
注(71)

二
六
二
―
二
六
三
頁
。 

(74) 

も
と
も
と
大
規
模
流
通
業
者
事
件
で
提
起
さ
れ
た
問
題
に
は
、
流
通
問
題
に
対
し
て
競
争
法
を
活
用
す
る
う
え
で

二
つ
の
側
面
か
ら
の
法
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（S

akda, supra note 12, at 

36-37

）
。 

(75) 

一
九
九
一
年
に
策
定
さ
れ
た
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
正
式
名
称
は
「
流
通
・
取
引
慣
行
に
関
す
る
独

占
禁
止
法
上
の
指
針
」
で
あ
る
。
）
は
、
そ
の
後
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
及
び
二
〇
一
一
年
と
三
回
の
改
定
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
に
「
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納
入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取

引
方
法
」
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
も
、
同
年
に
「
『
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納

入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
』
の
運
用
基
準
」
が
策
定
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
に

は
「
不
当
廉
売
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
考
え
方
」
、
二
〇
一
〇
年
に
は
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
独
占
禁

止
法
上
の
考
え
方
」
な
ど
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。 

(76) 

石
原
武
政
『
ま
ち
づ
く
り
の
中
の
小
売
業
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
民
間
都
市
開
発
機
構
編
『
欧
米
の
ま
ち

づ
く
り
・
都
市
計
画
制
度
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 

(77) 
See Sakda, supra note 12. 

(78) 

深
津
・
前
掲
注(14)

を
参
照
。 

           

%
206.pdf.

（
66
）　

デ
ュ
ン
デ
ン
・
前
掲
注
（
11
）
九
頁
。

（
67
）　

両
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、A

rchanun, su
p

ra
 note 60, at18-20

を
参
照
。



四
六

（
68
）　

こ
の
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、D

eu
n

d
en

 N
ikom

b
orirak, “

T
h

ailan
d

,” in
 D

ou
glas H

. B
rooks an

d
 S

im
on

 J. E
ven

ett ed
s., 

C
om

p
etition

 P
olicy a

n
d

 D
evelop

m
en

t in
 A

sia
, P

algrave M
acm

illan, 2005, at 272-272

を
参
照
。

（
69
）　

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注
（
11
）
六
三
五
―
六
三
六
頁
。

（
70
）　

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注
（
11
）
六
三
五
頁
。

（
71
）　

顔
廷
棟
「
台
湾
競
争
法
と
そ
の
法
制
・
法
運
用
の
検
討
」（
筑
波
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）
二
六
二
頁
。

（
72
）　

サ
ク
ダ
ー
・
前
掲
注
（
11
）
六
三
五
頁
。

（
73
）　

顔
・
前
掲
注
（
71
）
二
六
二
―
二
六
三
頁
。
ま
た
、
顔
廷
棟
「
台
湾
競
争
法
に
お
け
る
一
般
条
項
の
運
用
と
検
討
」（
日
本
経
済
法
学
会
年
報

三
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
一
三
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
74
）　

も
と
も
と
大
規
模
流
通
業
者
事
件
で
提
起
さ
れ
た
問
題
に
は
、
流
通
問
題
に
対
し
て
競
争
法
を
活
用
す
る
う
え
で
二
つ
の
側
面
か
ら
の
法
的

な
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Sakda, su

p
ra

 note 12, at 36-37

）。

（
75
）　

一
九
九
一
年
に
策
定
さ
れ
た
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
正
式
名
称
は
「
流
通
・
取
引
慣
行
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
指
針
」
で

あ
る
。）
は
、
そ
の
後
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
及
び
二
〇
一
一
年
と
三
回
の
改
定
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
に
「
大
規
模
小
売
業
者

に
よ
る
納
入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
」
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
も
、
同
年
に

「『
大
規
模
小
売
業
者
に
よ
る
納
入
業
者
と
の
取
引
に
お
け
る
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
』
の
運
用
基
準
」
が
策
定
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
九

年
に
は
「
不
当
廉
売
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
考
え
方
」、
二
〇
一
〇
年
に
は
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
考
え
方
」
な

ど
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

（
76
）　

石
原
武
政
『
ま
ち
づ
く
り
の
中
の
小
売
業
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）、
民
間
都
市
開
発
機
構
編
『
欧
米
の
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
制
度
』

（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
77
）　

See Sakda, su
p

ra
 note 12, at 32.

（
78
）　

深
津
・
前
掲
注
（
14
）
を
参
照
。


